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２０１４年度　事業報告書
学校法人　神戸女学院



　神戸女学院は、自由を愛し、民主的な組織運営を尊

重するアメリカ・プロテスタント教会の一教派である

会衆派教会の海外宣教組織「アメリカン・ボード」か

ら派遣された二人の女性宣教師によって、１８７５年

（明治８年）、神戸に設立されました。２０１５年に、

創立１４０周年を迎えます。

学校法人　神戸女学院

理事長 ･ 院長　　森　孝一

はじめに

　高等教育機関となった神戸女学院は、１９３３年（昭

和８年）に、現在のキャンパスである西宮市岡田山に

移転いたしました。２０１４年９月には、岡田山キャ

ンパスのウィリアム・メレル・ヴォーリズ設計による

１２棟の建物が、国の重要文化財に指定されました。

名称は「重要文化財　神戸女学院」です。自然や景観

を含めて、岡田山キャンパスが重要文化財指定の対象

になったのだと理解しています。神戸女学院の先人た

ちが心から愛し、保存に努めてきたこれらの建物を継

承し、ヴォーリズが建築によって表現しようとした人

格教育をさらに進展させていきたいと願っています。

　神戸女学院の永久標語である「愛神愛隣」は、本学

院の教育目標を表現しています。キリスト教を基本と

する人格教育を教育の中心に置き、獲得した知識や技

術を自分のためだけに用いるのでなく、社会、国家、

世界のために貢献することのできる女性を養成するこ

と。これが神戸女学院の教育目標です。

　２０１３年度に大学に設置された「共通英語教育研

究センター」では、２０１４年度には新たに教員の採

用を行い、新カリキュラムのための教科書を刊行しま

した。また図書館新館のラーニングコモンズなどに端

末導入を行い、学生の自発的学修環境の充実を進めま

した。

　施設 ･ 設備面では、老朽化した旧中高部２号館の建

て替え工事が２０１４年７月に完成し、中等教育を始

めた第２代校長（現院長）を記念し、「ヴァージニア・

クラークソン記念館」と命名されました。また、中高

部のコミュニケーションセンターの本格的な改装工事

が、２０１５年３月に終了いたしました。大学では、

文学部１号館の教室の改装、１階女子トイレの全面改

修、エレベーターの設置を行い、新社交館のスロープ

設置によるバリアフリー化を行いました。

　今後も神戸女学院に対しまして、皆さまのより一層

のご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。
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  神戸女学院は、１８７５年（明治８年）、日本が

近代化への一歩を踏み出したその時、アメリカン・

ボード中部及び東部婦人伝道会から派遣された宣教

師タルカット、ダッドレー両先生によって創立され

た。当初から、神戸女学院の教育の根幹はキリスト

教と国際理解の精神に根ざした全人教育であり、個

性を重んじ、自由で自立した教養豊かな女性の育成

であった。以来、高い教養と専門的知識、広い視野

と適確な判断力、さらに語学力を育み、神戸女学院

の永久標語である ｢ 愛神愛隣 ｣ の精神のもと、自ら

が身を置いた時代や環境の中で、自らの使命を自覚

し、地域社会や国際社会で活躍する女性を世に送り

出してきた。現代も、この建学の精神と基本的教育

目標を堅持しながら、急速に変化する社会の要請に

対応して、絶えずカリキュラム内容の充実を図って

いる。

Ⅰ .　法人の概要

1　建学の理念・教育目標

2　設置学校 ･ 学部・学科等

器楽専攻

声楽専攻

ミュージック ・ クリエィション専攻

舞踊専攻

英文学科
文学部

文学研究科

音楽学部

音楽研究科

人間科学研究科

人間科学部

総合文化学科

音楽学科

音楽芸術表現専攻　修士課程

人間科学専攻　博士前 ･ 後期課程

心理 ･ 行動科学科

高等学部

環境 ･ バイオサイエンス学科

中学部

英文学専攻　博士前・後期課程

比較文化学専攻　博士前 ･ 後期課程

神戸女学院

大学

神戸女学院

中高部

学校法人

神戸女学院
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３）リベラル・アーツ＆サイエンス教育の推進

４）国際理解の推進

５）キャリア形成の支援

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与に関す

る方針）

　神戸女学院大学では次のような能力を身につけ、

かつ所定の単位を修得した学生に対して教授会での

審議を経たうえで、卒業が認定されます。

１）本学の学生が卒業時に備える能力

２）卒業に値する学生を認定する手段

3　ミッションステートメントと基本ポリシー

● 大学

ミッションステートメント

　神戸女学院大学は、学ぶ者と働く者が共に学院標

語「愛神愛隣」に基づくキリスト教の精神を分かち

合い、時代の潮流に流されることなく、置かれた場

で、利害を超え、自らの役割を感知し、果たし、人

にとって真に大切なものを見分ける、共感性の高い

人格への成長を目指します。

アドミッション・ポリシー（入学者選考の基本方針）

　本学のミッションステートメントとアカデミッ

ク・ポリシーをよく理解し、それぞれの学科・専攻

の教育課程を履修するために必要な基礎学力を備え

た人を受け入れます。本学における学びを通して建

学の理念を体得し、与えられた知恵と力を社会に生

かして、隣人に仕えることを志す人を迎えます。

アカデミック・ポリシー（カリキュラムの編成方針）

　キリスト教主義の歴史ある女性高等教育機関とし

ての伝統に基づき、現代の女性のライフステージの

多様さを理解し、幅広い知識と教養と応用力を身に

つけた共感性の高い人格を養成します。そのために、

文学部（英文学科及び総合文化学科）、音楽学部（音

楽学科）、人間科学部（心理・行動科学科及び環境・

バイオサイエンス学科）を置き、次のような方針に

基づいてカリキュラムを編成します。

１）基礎学力と教養の習得

２）専門的知識と技術の習得

　専門教育科目の理解を深め、幅広い視野と知識

を持つための全学共通科目（主題コース、入門コー

ス、探求コース、外国語、体育学及びキリスト教

学）を必修科目とします。

　専門的な知識と技術を体系的に習得するため

に、各学科に専門教育科目群を設置します。学科

の内容に応じた表現能力、課題設定・問題解決能

力、コミュニケーション能力を身につけるため、

少人数のゼミ教育・実技指導を行います。

　専門分野を学びつつ、同時に幅広い知識と教養

と応用力を身につけるため、学部学科の壁を越え

た教育を推進します。学科専門教育科目の一部を

探求コース科目として他学科生に開放し、また、

副専攻制度を設け、学科横断的な学修機会を提供

します。

　全学を対象に、通訳を養成する教育方法を応用

して、英語運用能力を集中的に伸ばす通訳・翻訳

プログラムを行います。また、他者との共生を志

す国際理解の精神を育むため、海外の大学・諸機

関との交流、多彩な留学、研修プログラムなどを

実施します。

　専門的知識を活かしたキャリア形成のために教

育職員免許状（英語、社会、地理歴史、公民、国語、

音楽及び理科）や精神保健福祉士の受験資格など、

資格取得のための科目群を設置します。また、キャ

リア形成のための基本的認識を深める科目群を提

供します。 

　本学の教育課程を修了した者は体系的に身につ

けた専門的なものの見方や専門的技術を活かした

キャリアに従事する能力を身につけています。ま

た、専門領域の枠を超えた幅広い教養、表現力、

ものの見方、共感性を身につけています。

　文学部では卒業論文（英文学科は英文）を担当
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● 大学院

ミッションステートメント

　神戸女学院大学大学院は、学ぶ者と働く者が共に

学院標語「愛神愛隣」に基づくキリスト教の精神を

分かち合い、時代の潮流に流されることなく、置か

れた場で、利害を超え、自らの役割を感知し、果た

し、人にとって真に大切なものを見分ける、共感性

の高い人格への成長を目指します。

アドミッション・ポリシー（入学者選考の基本方針）

　本学大学院のミッションステートメントとアカデ

ミック・ポリシーをよく理解し、それぞれの研究科・

専攻の教育課程を履修するために必要な基礎学力を

備えた人を受け入れます。本学における学びを通し

て建学の理念を体得し、与えられた知恵と力を社会

に生かして、隣人に仕えることを志す人を迎えます。

アカデミック・ポリシー（カリキュラムの編成方針）

　キリスト教主義の歴史ある女性高等教育機関とし

ての伝統に基づき、現代の女性のライフステージの

多様さを理解し、専門的な知識と応用力を身につけ

た共感性の高い人格を養成します。そのために、文

学研究科（修士課程、博士前期・後期課程）、人間

科学研究科（博士前期・後期課程）、音楽研究科（修

士課程）を置き、次のような方針に基づいてカリキュ

ラムを編成します。

１）専門的学術理論・技術の教授と研究、 

２）論理的思考力の養成、 

３）専門知識と技術の社会的還元、 

４）文化・思想・科学の進歩に寄与する独創性の育

　成 

ディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与に関す

る方針）

　神戸女学院大学大学院では次のような能力を身に

つけ、かつ所定の単位を修得した大学院生に対して

所定の委員会での審議を経たうえで、修了が認定さ

れます。

　

キャリアデザインポリシー

　神戸女学院大学では「キャリア」を「人が生涯

を通じて行う仕事の総体である」（Career is the 

totality of work in her lifetime）と認識しています。

学生は本学での大学生活を通して知識や技術、能力、

人間性、主体性を豊かに育みます。卒業後は社会に

自立・適応し、生涯多様な女性のライフステージを

通じて、置かれた場で、職業人、家庭人、社会人と

して、社会を創造していきます。学生の豊かなキャ

リアを実現するため、本学では次の方針に基づき、

教職員が協力して各自の進路をデザインする力を養

います。

１．本学の「ミッションステートメント」にあるよ

　うに、キリストの教えに基づく伝統の中で豊かな

　人間性を育みます。

２．本学の「アカデミックポリシー」による学修に

　より、基礎学力と幅広い教養、確かな専門知識と

　技術、応用力、国際的視野と異文化理解を育みま

　す。

３．学科の専門教育科目の体系的な履修により、学

　科の特性を生かした就業分野で社会的に自立でき

　る職業人を育成します。

４．学科横断的に設けた教育プログラムの履修によ

　り、専門教育科目で身につけた知識や技術を創造

　的に活用する能力や広い視野を涵養します。

５．求人や企業等に関する情報提供に加えて、個別

　面談・指導や学年に応じた各種特別講座を充実さ

　せ、実践的に支援します。

教員が審査し、優秀な論文を公表します。

　音楽学部では卒業専門実技試験にて審査が行わ

れ、その後、全員が公開の卒業演奏・公演に臨み

ます。

　人間科学部では卒業論文を担当教員が審査し、

公開された卒業論文発表会を行います。
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１）本学の大学院生が修了時に備える能力

２）修了に値する学生を認定する手段

　本学大学院の博士前期課程・修士課程を修了し

た者は体系的に身につけた専門的なものの見方や

表現力、専門的技術を活かした教育・研究キャリ

アに従事する能力を身につけています。また、専

門領域の知識や技術を有効に社会に還元するため

のものの見方、共感性の高い人格的教養を身につ

けています。

　本学大学院の博士後期課程を修了した者は専門

領域のより深い知識と思考力を身につけ、自立し

た研究者、指導者としての能力を身につけていま

す。

　文学研究科では修士論文または修士課題研究を

主査および副査が審査し、研究科委員会で合否を

判定します。合格した論文または課題研究は公開

の場で報告します。博士論文の審査は、研究科委

員会で選出された主査および副査による査読、公

開の口頭試問を行います。研究科委員会の審議を

経たのち、大学院委員会で合否の判定を行います。

修士号および博士号を授与された論文は製本され

て本学図書館に保管され一般の閲覧に供します。

合格した博士論文は３ヶ月以内に論文要旨、審査

結果の要旨を学内学術刊行物に公表します。

　人間科学研究科では修士論文を主査および副査

が審査し、公開された修士論文発表会と審査委員

による口頭試問を行い、研究科委員会で合否を判

定します。博士論文の審査は、研究科委員会で選

出された主査および副査による論文審査、公開の

論文公聴会と口頭試問を行います。研究科委員会

での審議を経たのち、大学院委員会で合否の判定

を行います。修士号および博士号を授与された論

文は製本されて本学図書館に保管され一般の閲覧

に供します。合格した博士論文は３ヶ月以内に論

文要旨、審査結果の要旨を学内学術刊行物に公表

します。

　音楽研究科では修了作品または修了演奏を専門

教員全員と外部から招聘した審査員により公開の

もとで審査し、副論文は主査と副査が審査します。

合否は研究科委員会で判定します。優秀な成績を

収めた学生には学外で開催する修了披露演奏会で

演奏する機会を与えます。副論文は製本されて本

学図書館に保管され一般の閲覧に供します。
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4　校地・校舎

●　岡田山キャンパス

　　所在地　西宮市岡田山４番１号

　　校地面積　　141,267.91 ㎡

テニスコート

購買部

シェイクスピア・ガーデン

図書館新館

ｼﾞｭﾘｱ･ﾀﾞｯﾄﾞﾚｰ記念館

エッジウッド館(研究室)

ケンウッド館

ﾒｱﾘｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｸﾞﾚｲｽ･ｽﾄｳ学生寮

岡田山ロッジ

大学ｸﾛｰﾊﾞｰ館(ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ)

茶室(松風庵)

アンジー・クルー記念館

コミュニケーションセンター

中高部１号館

ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ･ｸﾗｰｸｿﾝ記念館

タルカット記念館

めぐみ会館(同窓会館)

Kobe College International Students House

正門

音楽学部１号館

音楽学部２号館

ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵﾙﾁﾝ記念音楽館

ｴﾐﾘｰ･ﾌﾞﾗｳﾝ記念館

文学部１号館

文学部２号館

デフォレスト記念館

図書館本館

理学館

総務館・講堂

文学館

理学館別館・心理相談室

社交館

新社交館

ﾒｱﾘｰ･ｱﾝﾅ･ﾎﾙﾌﾞﾙｯｸ記念館

第一体育館

第二体育館

第三体育館

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
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●　六甲セミナーハウス

　　所在地　神戸市灘区六甲山町１０４３－８

　　敷地面積　　1,501.65 ㎡

●　Kobe College International Students House

　　所在地　西宮市岡田山１－３１

　　敷地面積　　696.10 ㎡

●　東京寄宿舎クローバーハウス

　　所在地　東京都渋谷区大山町８－７

　　敷地面積　　367.46 ㎡
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5　入学定員 ･ 収容定員・在籍者数

●神戸女学院大学 入学定員 入学者数 収容定員 在籍学生数

文学部

英文学科 １４０ １７４ ５６０ ６８４

総合文化学科 ２００ ２１８ ７８０ ９０４

計 ３４０ ３９２ １，３４０ １，５８８

音楽学部

音楽学科
４６

( 編入 ) １

３７

０
１８７ １８３

人間科学部

心理・行動科学科 ９０ １０１ ３６０ ４１１

環境・バイオサイエンス学科 ８０ １００ ３２０ ３８５

計 １７０ ２０１ ６８０ ７９６

大学　計
５５６

( 編入 ) １

６３０

０
２，２０７ ２，５６７

●神戸女学院大学大学院 入学定員 入学者数 収容定員 在籍学生数

文学研究科

英文学専攻 博士前期課程 １３ ５ ２６ １０

博士後期課程 ２ １ ６ ３

比較文化学専攻 博士前期課程 ５ ５ １０ １３

博士後期課程 ２ ０ ６ １

計 ２２ １１ ４８ ２７

人間科学研究科

人間科学専攻 博士前期課程 １０ １１ ２０ ２２

博士後期課程 ２ ３ ６ ５

計 １２ １４ ２６ ２７

音楽研究科

音楽芸術表現専攻 修士課程 ７ ９ １４ １３

大学院　計 ４１ ３４ ８８ ６７

２０１４年５月１日現在

●神戸女学院中高部 入学定員 入学者数 収容定員 在籍生徒数

中学部 １３５ １４１ ４０５ ４２３

高等学部　全日制課程　普通科 ー　 ー　 ４０５ ４１８ ※１

中高部　計 １３５ １４１ ８１０ ８４１

※１　海外からの留学生 （期間１年） を含む
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●　在籍者数推移

神戸女学院大学大学院・修士 ･ 博士前期課程

２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１４年

文学研究科 ３３ ４２ ３５ ２６ ２３

人間科学研究科 ２１ １８ １９ １８ ２２

音楽研究科 １４ １４ １４ １１ １３

計 ６８ ７４ ６８ ５５ ５８

神戸女学院大学

２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１４年

文学部 １，６７９ １，６５６ １，６５３ １，６０６ １，５８８

音楽学部 ２１１ ２１２ ２０５ ２０６ １８３

人間科学部 ７７２ ７７５ ７９５ ７８４ ７９６

計 (A) ２，６６２ ２，６４３ ２，６５３ ２，５９６ ２，５６７

定員 (B) ２，０８８ ２，１０８ ２，１４８ ２，１７８ ２, ２０７

(A) ／ (B) １．２７ １．２５ １．２４ １．１９ １．１６

神戸女学院大学大学院　博士後期課程

２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１４年

文学研究科 １０ ５ ３ ３ ４

人間科学研究科 １ １ ２ ２ ５

計 １１ ６ ５ ５ ９

神戸女学院中高部

２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１４年

中学部 ４３６ ４２３ ４２０ ４１６ ４２３

高等学部 ４４１ ４３８ ４２９ ４２９ ４１８

計 ８７７ ８６１ ８４９ ８４５ ８４１

２０１１年度より心理 ・ 行動科学科の入学定員を８０名から９０名に増員

２０１２年度より総合文化学科の入学定員を１８０名から２００名に増員

２０１２年度より音楽学科の一年次入学定員を４７名から４６名とし、 編入学定員を１名に変更
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6　役員 ･ 評議員に関すること

２０１４年５月１日現在

理事 定員 現員

第 1 号理事 院長 ( 理事長） １ １ 森孝一

第２号理事 学長 １ １ 飯謙

第３号理事 中高部長 １ １ 林真理子

第４号理事
めぐみ会※１推薦会員で
理事会選任

３ ３ 伊藤良子　小澤妙子　上紀子

第５号理事 評議員会選任 ２ ２ 石割初子　西澤他喜衛

第６号理事
コーポレーション※２推薦で
理事会選任

３ ３ 原田惠子　伊藤栄子　斉藤言子

第７号理事 理事会選任学識経験者 ４ ４ 家近正直　柴谷享一郎　安場耕一郎　吉富正夫

総数　 1 ５ 1 ５

　監　事 ２ ２ 野木芳子　澤田磐雄

評議員 定員 現員

第 1 号評議員 理事会選任学識経験者 １１ １１

橋本恵里子　石田忠範　磯部卓三　伊藤良子　

松本眞千子　西澤他喜衛　佐藤容子　竹中禮子

辻毅一郎　植木龍夫　吉富正夫

第２号評議員
めぐみ会推薦会員で

評議員会選任
８ ８

石割初子　松本美耶子　中川玲子　大橋悦子　

尾崎日佐子　杉本雅代　転法輪真理　梅田玲子

第３号評議員
理事会推薦教職員で

評議員会選任
８ ８

小林哲郎　斉藤言子　高橋雅人　北田京子　

荻欣也　大門光歩　井出敦子　住野秀樹

第４号評議員
コーポレーション推薦で

評議員会選任
４ ４

馬場美奈子　伊吹寛子　Martha Mensendiek 　

杉浦剛

総数　　 ３１ ３１

※１めぐみ会 ･･･

正式名称「公益社団法人神戸女学院めぐみ会」は、キリストの教えに基づく神戸女学院の立学の精神を重んじて、その教

育の振興を助成し、会員の教養を高め相互の親睦を図るとともに、社会に貢献することを目的とした組織です。めぐみ会

の主たる会員は、神戸女学院が設置した学校の卒業生です。（在校生は準会員）

※２コーポレーション ･･･

正式名称「Kobe College Corporation」は、神戸女学院の維持管理と募金のためにアメリカ合衆国イリノイ州シカゴに設立さ

れた財団であり、１９２０年の設立時より現在に至るまで本学院のための募金活動を続け、現在では主に、中高部英語教

員や大学客員教員の派遣、本学学生への海外インターンシップの機会提供、奨学金などの支援を行っています。



神戸女学院　２０１４事業報告書

10

●　在籍教職員数

教授 准教授
専任
講師

助教
任期制
教員

特任
教授

特任
助教

客員
教員

客員
研究員

特別
客員

計

英文学科 １０ ４ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １７

総合文化学科 １２ ９ ３ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ２６

音楽学科 ７ ３ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ０ １４

心理 ･ 行動科学科 ５ ４ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １１

環境 ･ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科 ９ ２ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ １３

一般 ( 体育 ) ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

共通英語教育センター １ １ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ５

計 ４６ ２３ ８ ０ ５ １ １ ３ １ ０ ８８

２０１４年５月１日現在

教諭

高等学部 ２１

中学部 ２１

計 ４２

嘱託
事務職員

嘱託
教学職員

計

週５日 ０ ０ ０

週４日 １５ ９ ２４

週３日 １ ５ ６

週２日 ０ ４ ４

週１日 １ ０ １

計 １７ １８ ３５

専任
事務職員

専任
労務職員

契約職員 計

法　人 １６ ０ １ １７

大　学 ４９ ０ ２ ５１

中高部 ４ ０ ０ ４

計 ６９ ０ ３ ７２

●　在籍教職員数推移

２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１４年

大学

専任教員 ８７ ８６ ８３ ８４ ８８

非常勤講師 ３３３ ３４０ ３３８ ３３８ ３２７

大学計 ４２０ ４２６ ４２１ ４２２ ４１５

中高

専任教員 ４１ ３９ ４１ ４１ ４２

非常勤講師 ２３ ２４ ２３ ２２ ２０

中高計 ６４ ６３ ６４ ６３ ６２

計 ４８４ ４８９ ４８５ ４８５ ４７７

学院 専任職員※ ７０ ７２ ７２ ７１ ７２

嘱託職員 ３６ ３６ ３６ ４１ ３５

計 １０６ １０８ １０８ １１２ １０７

　※契約職員含む

7　教職員数等に関すること
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8　法人の沿革

1873 年（明治 6 年）　米国で教育者としての経験を持っ

ていたタルカット、ダッドレー両宣教師は、３月に来日し、

10 月、 神戸花隈村に私塾を開く。

1875 年 （明治 8 年） 創立　山本通に女子寄宿学

校を開校。 「女學校」 と呼ばれる。 英語名は Girls’ 

School。 初代校長はタルカット、 舎監はダッドレーで、

当初の学生数は 26 名 （寄宿生 3 名、 通学生 23 名）。

1879 年 （明治 12 年）　校名を 「英和女學校」 とし、

5 年制の課程を定めカリキュラムを整備。

1885 年 （明治 18 年）　高等科 （1 年）、 および校章

を定める。 三つ葉のクローバーをかたどった校章は、

身体、 精神、 霊魂の一致調和した完全な人格の育成

をめざす学院の理想を表現。

1891 年（明治 24 年）　本格的な女子高等教育を開始、

3 年制の高等科を設ける。 この頃 「神戸英和女学校」

と名のる。

1894 年 （明治 27 年）　「神戸女学院 （Kobe College）」

と改称。 名実ともに College （女子高等教育機関 ) と

なる。

1906 年 （明治 39 年） 教育課程を改正。 また、 新た

に音楽科を置く。

1909 年 （明治 42 年）　専門学校令により 「専門部 （4

年制）」 （当時の女子高等教育の最高水準） 設置認可。

1919 年 （大正 8 年）　専門部を 「大学部」 と改める。

予科 1 年 ・ 本科 3 年を置く。

1933 年 （昭和 8 年）　西宮市岡田山に移転。 伝道者・

建築家ヴォーリズによってスパニッシュ ・ ミッション様

式の校舎が完成。 現在の文学館、 理学館、 図書館本

館、 音楽学部 1 号館、 講堂 ・ ソールチャペルを含む

総務館などは当初の建物。

1948 年 （昭和 23 年）　学制改革により４年制の新制

女子大学― 「神戸女学院大学」 が認可され、 文学部

（英文学科、 社会学科、 家政学科） を設置。

1949 年 （ 昭 和 24 年 ）　 新 制 の 音 楽 学 科 を 設 置。

1952 年には音楽学部の認可を受ける。

1965 年（昭和 40 年）　大学院文学研究科（修士課程）

英文学、 社会学専攻を設置。

1967 年 （昭和 42 年）　家政学科が独立して家政学部

となる。

1975 年 （昭和 50 年）　創立 100 周年を迎える。

1976 年 （昭和 51 年）　文学部社会学科を改組して総

合文化学科とする。

1980 年 （昭和 55 年）　大学院の整備 ・ 充実が進む。

大学院文学研究科 （修士課程） に日本文化学専攻を

設置。

1989 年 （平成元年）　大学院文学研究科英文学専攻

に博士後期課程を設置。

1990 年 （平成 2 年）　音楽専攻科を設置。

1993 年 （平成 5 年）　家政学部を改組して、 人間科

学部人間科学科を設置 （家政学部は募集停止）。

1997 年 （平成 9 年）　大学院人間科学研究科 （修士

課程） 人間科学専攻を設置。

1999 年 （平成 11 年）　大学院人間科学研究科人間

科学専攻に博士後期課程を設置。

2000 年 （平成 12 年）　創立 125 周年を迎える。 大学

院に音楽研究科 （修士課程） 音楽芸術表現専攻を設

置。 また大学院文学研究科日本文化学専攻を比較文

化学専攻に改称。

2001 年 （平成 13 年）　東京女子大学と相互に学生交

流を行う特別聴講制度を開始。

2002 年 （平成 14 年）　大学院文学研究科比較文化

学専攻に博士後期課程を設置。

2004 年 （平成 16 年）　大学院文学研究科 （博士前

期課程） 英文学専攻に通訳コースを設置。

2005 年 （平成 17 年）　人間科学部に心理 ・ 行動科

学科と環境 ・ バイオサイエンス学科を設置 （人間科学

科は募集停止）。

2006 年 （平成 18 年）　音楽学部音楽学科に舞踊専

攻を設置。

2007 年 （平成 19 年）　音楽学部音楽学科作曲専攻

をミュージック ・ クリエィション専攻に改組。

2013 年 （平成 25 年）　大学院文学研究科社会学専

攻を廃止。
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公開日 9/21 9/23 10/19 11/9 12/7 3/24 3/25 3/26 3/27 3/28 3/30

見学者数 ( 人 ) 38 47 45 44 49 41 46 45 31 35 52

　神戸女学院では、「神戸女学院教育振興会」（1998 年 4 月発足）を組織して、寄付募集を行っています。

教育振興会は、本学院の教育環境を充実、発展させるための財政基盤を強固なものにすることを目的と

し、在校生保護者、同窓生、教職員、旧教職員、役員、法人等を会員として恒久的な活動を行っています。

　教育振興会へのご寄付は、次の 2 つの事業に活用しています。

　・岡田山キャンパス 100 周年に向けて 2008 年 5 月に策定された「神戸女学院岡田山キャンパス

　　－創建建築保存再生計画－」に沿って改修を実施するための費用の一部

　・学生生徒の奨学基金の拡充

　2014 年度は 1,067 件 (2013 年度 813 件）、4,562 万 9,608 円 (2013 年度 3,881 万 4,108 円 ) のご寄付

をいただき、発足以来の累計が 15,777 件、10 億 6,607 万 4,432 円となりました。多くの皆様に尊いご

芳志をお届け頂きましたこと、厚く御礼申し上げます。

　寄付募集については、毎年会員各位に寄付の依頼状と払込用紙を郵送しています。また、2013 年 3

月から学校法人神戸女学院と神戸女学院大学のホームページからクレジットカード決済による寄付金の

お手続きができるようになりました。引き続き本学院に対するご支援をお願い申し上げます。

神戸女学院教育振興会ホームページ　http://www.kobe-c.ac.jp/foundation/index.html

　2014 年 9 月に岡田山キャンパスの 12 棟の建物が国の重要文化財に指定されました。名称は「重要

文化財　神戸女学院」です。この 12 棟はすべてウィリアム・メレル・ヴォーリズの設計による建物です。

この指定により、一般の見学希望者の増加が見込まれたため、2014 年度中に 11 日間の一般公開日を設

け、各日 2 回の見学ツアーを実施し、延べ 473 人の参加がありました。実施日程及び見学者数は次の

とおりです。

神戸女学院における寄付募集事業について

「重要文化財　神戸女学院」ヴォーリズ建築の一般公開について

特に 3/24 から 3/30 までの 6 日間の見学ツアーでは、学院の歴史やヴォー

リズ建築について、院長室職員から講習を受けた学生の“ツアー・マイスター”

が案内を担当しました。見学者からは、神戸女学院とヴォーリズ建築、そし

てツアー・マイスターについて大変高い評価をいただけた一般公開となりま

した。
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Ⅱ .　事業の概要

1　大学総括

　２０１４年度は４月４日の入学式に学部 630 名、

大学院博士前期（および修士）課程 30 名、同後期

課程４名の新入生を迎えて始まり、２０１５年３月

１９日、592 名に学士号、23 名に修士号、１名に

博士号を授与する卒業式をもって閉じられました。

２０１２年度に立てた中期目標「神戸女学院大学―

―これからの道標（２０１２～２０２２）」を着実

に実施に移す、安定感ある教育活動をなしえた一巡

りの年であったと評せます。

　教学面で２０１４年度の大きなニュースは、新英

語カリキュラムのスタートです。数年にわたって準

備し、２０１３年４月に発足した共通英語教育研究

センター（英語センター）が本格稼働を始めまし

た。１年生の英語授業時間を週４日とし、これに

伴い卒業必要単位数も４単位増加の 128 単位とな

りました。英語センターはすべての共通英語科目で

教育目標と授業内容、学生評価の方針を定め、授業

を実施しています。教材もオリジナルテキスト（A 

Portrait of Kobe College）、ウェブからのスマホ教材

や音声ファイル利用、授業外の学修を鮮明にする『英

語手帳』の発行等、新たな開発があります。また従

来は TOEIC のみであった表彰対象に英検、IELTS、

TOEFL、国連英検を加え、学生のモチベーションを

高めるよう努めています。他にも英語センターで

は、これまでの English Zone に加えて、英語の自

主的勉強会 English Cafѐ、TOEIC、IELTS 対策講座等

を専任教員のボランティアで開催。その結果 TOEIC

で、１年次の間に 44％の学生が 50 点以上、そのう

ち 20％以上の学生が 100 点以上スコアを伸ばしま

した。200 点以上のスコアアップを果たした学生も

２％超に上ります。もちろん本学が目指す、他者と

の間に深い意味での相互理解を生みだす共感性のあ

る英語力がこのスコアだけで測れるとはもとより考

えておりませんが、一つの指標として提示いたした

く存じます。

　英語教育の活性化と併走させ、国際化プログラム

も進展させました。これは上記の「道標」に記した「豊

かな…国際感覚を育む」と関わります。２０１４年

度は新たにインドのセントジョセフ大学、英国のケ

ンブリッジ大学ヒューズホール、米国のミルズ大学

と交流協定を締結しました。学生相互の留学や訪問

も積極的に行われています。受け入れについては、

長中期で７名、グループによる短期訪問は４カ国６

大学より 59 名。短期訪問は、３日間から 18 日間で、

学内での講義や学外の現場学修等を行います。本学

学生が、学内外のプログラムに積極的に参加し、貴

重な交流機会をよく活かしました。また本学からは、

長期（１年）・中期（１学期）で 36 名の学生が海

外の提携大学に留学しました。短期の語学研修は

100 名が海外の大学等に出かけ、その地で本学にお

ける学修を深めました。この中にはインターンシッ

プを含むプログラムもあります。学生が十分な語学

力と応用力、汎用力を身につけることができるよう、

選択肢の拡幅を願っております。

　学生の自発的学修促進支援の働きも各部署で行わ

れました。図書館について紹介します。ラーニング

コモンズ内にライティング・サポート部門を立ち上

げました。これは大学院生による論文、レポート、

プレゼンテーション等に関わる指導で、学部生は予

約なしにアドヴァイスを受けることができます。こ

れを端緒として、ピアサポートへと広がることが望

まれます。また英語センターとの共同で多読用教材

として新たに 1,600 冊（計 4,200 冊）を購入し、自

主的学修環境の整備を進めました。

　教室では、２０１３年度改修に着手した文学部１

号館 21 番教室の使用が開始されました。座席数は

従来の 400 超から 400 弱へと減少しましたが、学

生は余裕をもって受講できるようになりました。こ

の改修の一環でエレベーターが設置され、バリアフ

リー化が促進されたことも報告いたします。
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2　中高部総括

　２０１４年度は中学部 新１年生１４１名、 高等学部 新

１年生１３４名を迎え、 生徒数　中学部４２３名、 高等学

部４１７名、 タイからの留学生１名でスタートしました。

　２０１４年度は校舎設備の拡充の一年でした。 前年度

から新築工事が進められていた 「ヴァージニア・クラー

クソン記念館」 が完成し、 ７月１４日に献堂式を挙行し

ました。 １階には社会科教室と社会科準備室、小教室、

２階には英語科のコンピューター完備ＬＬ教室２室と録

音室２室 ・ 英語科準備室、 ３階には壁面に鏡を備え、

視聴覚機器を完備した多目的ホール 「トリニティホー

ル」 が設置されました。 社会科教室では、 視覚教材、

教材提示装置などを駆使した授業展開が可能になりま

した。小教室は、少人数で展開される選択授業や補習、

集会などで頻繁に利用されています。 英語授業では、

新しく導入されたＣＡＬＬ教室支援ソフトの導入により、

シャドーイングやリピーティングなどの言語活動、 動画

やＳＫＹＰＥを利用した授業などの授業が効率よく実施

できるようになりました。 精度の高い録音が可能になっ

たので、 暗唱 ・ スピーチコンテストの準備もしやすくな

りました。 トリニティホールでは鏡で体の動きを確認し

ながら練習できるため、 ステージ系のクラブ活動 ・ 体

育祭の学年パフォーマンスなどの練習にも利用されて

いますし、 最大１５０人収容できるので、 学年集会 ・ Ｐ

ＴＡの集会 ・ 祈祷会 ・ 各種説明会など、 多岐にわた

る集会でも利用されています。

　また、昨年１１月から改修工事が始まったコミュニケー

ションセンターが２月末に完成しました。 外壁や扉 ・ 窓

の体裁が新しくなり、 周りの建物と調和した美しい外観

になりました。 １階のホールは、 明るく改修され、 １５０

人収容の小ステージ付き多目的ホール 「コムホール」

として再スタートしました。 授業や集会 ・ 文化祭関連

のイベントなどで大いに活用できると期待が高まってい

ます。 ２階は、高等学部演劇研究部・中高のギター部・

中高の軽音楽部など、 音楽系や演劇系のクラブのた

めの部室５室と練習室４室へと改装されました。 防音

工事がされているので、 今までのように屋外への音漏

れを気にすることなくクラブ活動ができるようになりまし

た。

　中高部にとって、 ２０１４年度事業の２番目の眼目は、

広報のより一層の充実です。 ここ数年、 近隣私学の共

学化 ・ 特別コース設置 ・ 大学受験指導の宣伝強化な

どの動きが強まり、 中学入試の競争が激化し、 本校

でも受験者数減少が問題となってきました。 本校の魅

力を受験生や保護者により詳しくお伝えできるよう、 教

職員一丸となって広報強化を進めてきました。 今年度

の教職員研修会では、 各教科が、 授業内容、 その中

でも特に神戸女学院中高部ならではの授業の特色や、

今後教科として取り組んでいきたい方針などをまとめ

て発表し、 全教員で共有しました。 各教科が、 神戸女

学院の自然や 「リベラルアーツ教育」 の伝統を大切

にしながら、 独創的で質の高い授業を提供しているこ

とが確認されました。 この教科プレゼンテーションを基

に、 １１月１日開催の 「キャンパス見学会」 をさらに充

実したものにするべく、 体育室で 「教科プレゼン」 の

内容をポスター展示したり、 「教科冊子」 を作成して

見学者に配布したりしました。 体験授業・卒業生の話・

教科からの説明 ・ 生徒の英語スピーチ ・ 各種クラブの

練習公開等が好評で、 雨天にも関わらず、 １，１００人

以上の方が来校されました。また、学校説明会や新聞・

雑誌の取材の機会に、 教育理念や建学の精神の説明

だけではなく、 重文指定を受けた校舎の紹介、 生徒の

多岐にわたる活発な活動、 理科の実験等の教育内容

を紹介しました。 受験生が微増したことや、 今まで以上

に広いエリアから志願者を獲得したことに力を得、 今後

も中高部教育の魅力をより一層アピールしていきます。

　国際交流や生徒の国際的な活動でも充実した１年で

した。 夏休みには２０名の生徒と２名の引率教員がオー

ストラリアの姉妹校 Methodist Ladies’ College を２週間

訪問しましたし、 ４月には英語ディベート優勝メンバー

がキャロライン ・ ケネディ駐日アメリカ大使と面談の機

会を与えていただきました。 数学オリンピックや哲学オ

リンピックの国内選考会では高等学部生徒が日本代表

に選出されました。 ２月には西アフリカのトーゴ共和国

臨時代理大使が礼拝や英語授業で講演してくださいま

したし、 スピーチコンテスト等各種コンテストの入賞の

副賞として海外に派遣された生徒も数名いました。キャ

リアガイダンスや礼拝の講師として、 国際的な活躍を

されている卒業生のお話しを聞く機会が増え、 刺激を

受ける生徒も増えています。 中高部の教育の成果が、

生徒たちの国際的な活動という形で具現されているこ

とを確信しつつ、 来年度も、 国際交流や生徒の活動

のさらなる充実を図っていきます。
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3　教育・研究

　２０１４年度からの共通英語教育新カリキュラム

では以下の点が大きく変わりました。すべての授業

科目で教育目標及び授業内容、使用する教材、学生

評価の方針を共通英語教育研究センターで定め、同

じ方針のもとで授業を行うようにしました。これに

より、学生はレベル別に定められた同じ内容のスキ

ルを学修することになります。これを実施するため

に、学期開始前に非常勤講師への説明会を行い、学

期末には非常勤講師からのフィードバックを受ける

仕組みを整えました。

　次に、１年生の英語授業時間を週４日にし、卒業

必要単位数を４単位増やして 128 単位としました。

前期の授業“Reading and Writing English”では本学

のオリジナルテキスト“A Portrait of Kobe College”

を使い、週２回の授業を行いました。多読にも取組

み、多読教材を新たに約 1,600 冊購入し、既存のも

のと合わせて約 4,200 冊が図書館で利用できるよう

になりました。native speaker による communication

系の授業でも共通のオリジナル教材を作成しまし

た。また、前期には web 教材”EnglishCentral”を

採用し、学生は教室以外でもインターネットを介し

て学修でき、学生の学修記録は担当教員がネット上

で確認できるようにしました。後期の授業で使う教

材も共通英語教育研究センターで学生の専門分野、

英語レベルに応じて選定しました。

　授業以外の学修サポートとして「英語手帳」を発

行し、すべての新入生に持たせました。自分の到達

目標や学修内容を記録させることで英語を学ぶ意欲

を喚起するようにしました。また、表彰制度を拡張

し、英検、IELTS、TOEFL、国連英検なども対象に

しました。English Zone に加えて、英語の自主的勉

強会 English Cafѐ、TOEIC や IELTS 対策講座などを

専任教員によるボランティアで開催しました。

　入学時に IP-TOEIC750 点相当以上の力を持つ学生

だけを対象とした English Honors Program を開始し

ましたが初年度は７名の学生が受講し、少人数で密

度の濃い授業を受けました。本プログラムは高い

英語力をもつ高校生を惹きつけるものと期待されま

す。

共通英語教育新カリキュラムのスタート

　２０１４年度の音楽学部定期演奏会は、１１月

２６日（水）午後６時３０分より兵庫県立芸術文

化センター KOBELCO 大ホールに於いて行われまし

た。今回は、４年ぶりのベートーヴェンの交響曲第

９番をメインに、モーツアルトのフィガロの結婚序

曲、デュカスの交響詩「魔法使いの弟子」が演奏さ

れました。

２０１４年度　音楽学部定期演奏会

　いつも定期演奏会では、音楽学部教職員と学生が

一丸となって時間をかけて準備に入り、当日も全員

でステージの成功に向かって、全力で運営していま

す。今回は、初の試みとして、辻井淳准教授の率い

る小編成のオーケストラによるモーツァルトの序曲

で島﨑徹教授振り付けによる舞踊専攻３年生８名が

ステージで踊るというコラボレーションが、時間は

短かったものの好評で、オーケストラバックの大

ホールで踊れた学生にとっても、良い経験となりま

した。デュカスは、ディズニーのファンタジアでも

おなじみの名曲を多彩な演奏で楽しませました。ま

た、メインの「第９」は、ソリストに、斉藤言子教

授、山田愛子非常勤講師、松本薫平准教授、萩原寛

明非常勤講師、中村健教授の指揮、音楽学部オーケ

ストラ、合唱団で演奏されましたが、今回男声合唱

は、一般からボランティアを募り集まって下さった

100 名程のメンバーに、院長、学長、その他教職員

の応援もあり、高らかに歌い上げられた歓喜の歌は、

937 名の入場者から絶賛の拍手をいただきました。

　ステージで演奏したメンバーだけでなく、素晴ら

しい曲目解説をお書き下さった孟眞理先生、そして

演奏会を支えて下さった学内、学外のすべての皆様

にこの場をお借りして心からお礼申し上げます。
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ESD プログラムの取組みについて

　文部科学省からの助成を受けて、科学技術振興機

構（JST）の戦略的環境リーダー育成拠点形成の１

つとして、２００９年度より実施してきた ESD プ

ログラム「地域から ESD を推進する女性環境リー

ダー」も、２０１３年度で助成期間が終了しました。

２０１４年度は、前年度に受け入れた留学生５名が

修了するまでの約半年間プログラムを継続し、また

この取組みの総括として事後評価を受ける準備など

を行いました。

　前年９月に、中国、インドネシア、フィリピン、

ベトナムの４か国から来日した４期生５名は、４月

以降、本学教員を中心にした日本人講師による英語

授業や、アジア各国の専門家による双方向の遠隔授

業、また西宮市域を中心に活動する NPO でのイン

ターンシップなど、予定のプログラムをすべて終え、

日本人学生３名とともに９月１６日に修了式を迎え

ました。また、７月４日に本学の金曜日公開プログ

ラムの一環として恒例になっている「ESD 留学生研

究発表会」、９月４日に「ESD 留学生公開成果発表会」

を行いました。

　これで、５年間

にわたって実施し

た本プログラムの

修了生は、アジア

６ か 国 か ら ２ ４

名、日本人６名と

なりました。現在

は、それぞれの母

国 あ る い は 異 国

で、行政機関や大

学をはじめとする

教 育 機 関 の 教 職

　去る３月５日、６日に渡り音楽学部舞踊専攻の第

９回定期公演を兵庫県立芸術文化センターにて行

いました。２日間に渡り 1,189 人を動員するに至っ

たこの度の公演は、二部構成で、まずⅠ部の１作品

目は１年生と２年生による Here we are ! で幕を開

けました。１年生の中には、リハーサルを始めた当

初なかなか振付が体に入らず苦労した学年もいまし

たが、本間非常勤講師のもと２年生のサポートもあ

り、本番当日は力強く踊る事ができました。Ⅰ部の

２作品目は Zero body です。この作品は昨年の１２

月の卒業公演の際に４年生のために制作されエミ

リーブラウン館にて発表されました。この度の公演

で初めて劇場で観ることによって、照明の影響が増

し空間の広がりを感じられた事で作品がレベルアッ

プされたと感じました。休憩を挟みⅡ部の１作品目

は２年生が、客員教授のモンタギュー先生振付に

よる Librarsi を踊りました。とても難しい音楽なた

め、群舞を揃えるのにかなり苦労しましたが、こ

の学年が持つ粘り強さとパワーでそれを克服し作

品を仕上げました。Ⅱ部の２作品目は３年生による 

Blue snow です。体力的にかなり大変な作品でした

が、半年間練習を積み重ねた甲斐あって、最後まで

緊張感のある踊りを披露することができました。そ

して最後の演目は、４年生のために創られた新作の 

For James です。今年の４年生に相応しく難度の高

い振付でしたが、２日間に渡り期待通りに素晴らし

い、観客を魅了する舞台を実現してくれたと思いま

す。ご来場頂きました沢山の皆様から、舞踊専攻の

レベルの高さと、公演の完成度の高さに驚いたとい

うお言葉をもらい、無事に２日間の公演を終えまし

た。

第９回音楽学部舞踊専攻公演

員、環境関連の企業、国連 NGO/NPO など、本プロ

グラムで学んだ知識や経験を活かせるような分野で

活躍を始めています。

　また、 助成の終了にともない、 プログラムの事後評

価を受けるため、 JST への成果報告書の提出、 JST

本部で行われたヒアリングでの発表などを行いました。

その結果、 ESD が趣旨とする 「持続可能な発展」 に

関する地域や市民の理解促進を目的として、 全学的

な協力体制の下に、 自治体 ・ NPO ・ 企業などとの連
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　神戸女学院大学女性学インスティチュートは、

２０１５年２月に御茶の水書房から『語り継ぐ女性

学 ー次代を担う女性たちへのメッセージー』（神戸

女学院大学女性学インスティチュート編）を出版し

ました。女性学インスティチュートは、「女性学（実

践編）」（１年生対象）、「女性学（理論編）」（２年生

対象）を企画・運営していますが、２０１３年に、

二つの女性学の授業で使うことのできる教科書を作

ることになり、当時の担当者７名が授業の積み重ね

を基礎に執筆することが決まりました。

 『語り継ぐ女性学ー次代を担う女性たちへのメッ
セージー』の出版について

　本書は１８章と

１０のコラムによっ

て構成されていま

す。第１章から第３

章は、ジェンダーと

は何なのか、ジェン

ダーとセックスの関

係、 セ ク シ ュ ア リ

ティについて考察し

ています。

　つづく第４章から

携を有効に生かしたプログラムであることが高く評価さ

れました。 このプログラムで培った教育体制をもとに、

いかにして継続 ・ 発展させていくかが、 今後の課題と

なっています。

第６章は、女性のからだについて知ることをテーマ

にしています。多くの学生が「もっと痩せたい」と

願っています。毎月の生理をわずらわしいと感じて

もいます。また、妊娠や性感染症について、もっと

正確な知識が欲しいと思っています。そんな彼女た

ちの声に応える内容となっています。

　第７章と第８章では、関係性をテーマにしていま

す。家族関係、とりわけ母親との関係について悩み

をもつ学生は少なくありません。彼女たちがなんと

なく抱く家族のイメージや家族の中での母親の役割

などについて、歴史を見ることで、家族のありよう

は時代とともに変化していること、家族の問題に女

性学が大いに関係していることを伝えています。

　最後に、本書のなかで大きなスペースをとってい

神戸女学院大学第５回絵本翻訳コンクール

　高校生に英語を学ぶ楽しさと、異文化を知る喜び

を味わってもらいたいとの意図でスタートした絵本

翻訳コンクールも第５回を数え、全国 266 校から

1,689 作品（昨年は 234 校 1,191 作品）もの応募を

いただけるまでになりました。

　今年度の課題図書は、“Catch That Crocodile!”

インドの街中に突然現れたワニと、周りの人々をコ

ミカルに描いたお話です。原書のリズム感を幼い子

どもたちにも伝わるような日本語で楽しく表現でき

るかが評価のポイントとなりました。

　審査員長の松岡享子氏（本学名誉学位・教育文化

博士、公益財団法人東京子ども図書館理事長）と田

辺希久子文学部英文学科教授、豊倉省子非常勤講師

による審査では、どの作品にも様々な工夫や努力の

跡がみられ、選択に迷うほどの出来栄えの中、優秀

賞に県立芦屋国際中等教育学校の３名と洗足学園高

校（神奈川県）の２名、佳作に北海道札幌旭丘高校

の３名および都立小山台高校、神戸女学院高等学部

の各チーム・個人を受賞者として選出しました。

１０月２５日（土）、本学 KCC ルームにて表彰式を

おこない、優秀賞受賞の２組には、翻訳した作品を

製本した「世界に一冊だけの私の絵本」を授与し、

朗読していただきました。その後の懇親会では、受

るのは、女性に対する暴力についてです（第９章か

ら第１８章）。「女性だからといって差別された経験

はありません」と答えてくれる彼女たちにとって、

セクハラやストーカー、デートＤＶなどの女性に対

する暴力は身近な問題だからです。

　教科書づくりから出発した本書ですが、女性学に

関心のある女子学生に広く読まれることを願ってい

ます。
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　従来、パソコン等をインターネットに接続する

ためにはケーブルを端末に接続する必要がありま

した。しかし現在では、無線 LAN を利用すること

によりケーブルを使用せず容易にインターネット

に接続できる端末も多くなっています。特に有線

LAN のインターフェイスを持たないノートパソコ

ンやタブレット端末も普及しており、授業でそのよ

うな端末を利用するためにも、無線 LAN 環境の整

備が望まれています。そのような環境のもと、本

学でも学内 LAN の無線化に本格的に着手しました。

２０１４年度はデフォレスト記念館、文学館、理学

館で無線 LAN 環境を整備しました。特に、文学館、

理学館の整備においては、文部科学省の私立大学等

改革総合支援事業に付随する ICT 活用推進事業とし

て補助金を取得しました。

　無線 LAN により、従来の単なるスクール形式の

座学にとらわれない学生の自主的な学修（アクティ

ブラーニング）を支援できる教室環境が整備されま

す。無線 LAN の整備は校舎ごとに行っており、対

象とする校舎の全ての教室をカバーエリアとし、教

室内のいかなる場所からも学内 LAN が利用できる

ように整備しています。無線化することにより、教

室内での教員の立ち位置の制約が軽減され、学生の

間に入った授業が可能となり、教員と学生とのコ

ミュニケーションがとりやすくなります。

　また、理学館・文学館の整備時には、同時に授業

で学生が使用するモバイルデバイス (iPad) を 32 台

購入し、授業において学生がネットワークへアクセ

スできる環境を整備しました。これにより、パソコ

ン教室以外であっても、インターネット上にあるコ

ンテンツが利用可能となります。導入した iPad の

利用を促進するために、iPad 利用者説明会も３月

に実施しました。

　今後も、学内 LAN の無線化を進め、２０１６年

度中にはキャンパス内の全教室で無線 LAN が利用

できるように取り組んでいます。

　公益財団法人東京子ども図書館理事長で、絵本作

家・絵本翻訳家の松岡享子氏に名誉学位を授与する

こととなり、２０１５年３月１９日、ソールチャペ

ルにて名誉学位記授与式が執り行われました。

　松岡氏は本学文学部英文学科を卒業後、慶応義塾

大学文学部および米国ウェスターン・ミシガン大学

大学院で図書館学を修め、１９７４年１月以来、公

益財団法人東京こども図書館理事長を務めておられ

ます。児童文学の翻訳、創作、評論、図書館の児童

奉仕活動を続けてこられ、また神戸女学院大学の広

報活動にも積極的に協力くださいました。特に、本

学が２０１０年に立ち上げた「絵本翻訳コンクール」

では、当初より審査員長をお引き受けくださり、献

身的にご尽力くださいました。同コンクールは、５

年目を迎えた２０１４年度には、北海道から沖縄県

にいたる 266 の高校から、1,689 作品の応募を受け

付けるまでに成長し、本学の大切なプログラムと

なっています。

学内 LAN 環境の無線化

松岡享子氏に名誉学位記を授与

賞者がお互いの作品の内容について語り合うなど、

終始和やかな雰囲気が見られました。

　このコンクールを通じ、本学と高校が自然な形で

交流を持ち続けることができ、「神戸女学院大学の

英語教育」の認知度の向上を図るために有効な施策

であると判断しており、長く継続する企画に育てて

ゆきたいと考えています。各高校の先生方をはじめ、

学内外のお支えくださる方々に心からの感謝を申し

上げます。

　本学は、松岡氏

のご業績の質的な

高さと豊かさ、ま

た本学を含む幅広

い 社 会 貢 献 を 覚

え、名誉学位・教

育文化博士の称号

を授与いたしまし

た。
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戸女学院建築のこころとかたち－愛神愛隣－」とい

う題で、ヴォーリズの設計理念が、神戸女学院の永

久標語「愛神愛隣」に相通じるものであることをお

話しくださいました。

　少し風は強かったものの、好天に恵まれ、およそ

650 人の方にご来場いただき、また見学会には約

300 人のご参加がありました。ご案内役はこの日が

デビューとなる 18 名のツアー・マイスターがつと

めました。

重要文化財　神戸女学院　指定記念講演会

　９月１８日（木）、官報号外第 207 号に、文部科

学省告示第 131 号として、神戸女学院の 12 棟を国

の重要文化財に指定する件が掲載されました。

　１０月１２日（日・創立記念日）の午後、今回の

指定に至るまで常に、ご指導ならびにご支援をいた

だいた、兵庫県教育委員会ならびに西宮市教育委員

会のご後援をいただき、「重要文化財神戸女学院指

定記念講演会」が開催されました。

　飯謙学長・学院チャプレンの司会により始まった

記念講演会、森孝一理事長・院長は挨拶の中で、キャ

ンパスの設計、建築、維持、保全をお支えくださっ

たみなさまへの感謝を述べました。またご来賓のみ

なさまから温かいご祝辞を頂戴いたしました。続い

て、３人の講師による講演が行われました。

　東京藝術大学大学院教授の長尾充氏は、「神戸女

学院　重要文化財へ」という題で、今年３月まで文

化庁で、神戸女学院を含む文化財調査に実際に携

わってきた方ならではの、文化財指定までのいきさ

つを語ってくださり、「これからも、これまで通り

大切にしてください。」と結ばれました。今春大学

に籍を移されたことによりこのご講演が実現したこ

とは、学院にとって本当に幸いなことでした。

　大阪芸術大学教授で、ヴォーリズ建築の研究者と

して名高い山形政昭氏は、「重要文化財指定を受け

て思うこと」という題で、初めて神戸女学院の正門

を潜ってキャンパスを訪問した時の思い出から説き

起こされ、「空の広さが変わっていない」など、建

築と環境がともに維持されることで、創建時の女学

院スピリットが今も鮮明に表現されているとお話し

くださいました。

　石田忠範建築研究所代表で、元ヴォーリズ建築事

務所所長で学院の評議員でもある石田忠範氏は、「神
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4　高大連携

　文部科学省のすすめている高等学校と大学との接

続において、一人ひとりの能力を伸ばすための高大

連携施策として、本学においても出張講義（大学教

員が高校に出かけ、専門分野別講義を行う）、招聘

プログラム（高校生を本学に招き、授業体験、大学

生活体験を提供する）、理学館体験プログラム（人

間科学部の研究室、理学館の実験室を体験するこ

とでバイオサイエンスを実感してもらう）、聴講プ

ログラム等様々な取組を実施しています。なお、本

学では２０１４年１２月１０日に大阪女学院高等学

校、２０１５年２月２０日に和歌山信愛高等学校、

２月２７日にプール学院高等学校、３月９日に梅花

高等学校と、それぞれ高大連携に関する協定を締結

いたしました。

担当学科 件数 担当教員

文学部　英文学科 12
立石浩一、田邊希久子、Yolanda TSUDA、白井由美子、中村昌弘、
Nathaniel CARNEY、高村峰生、Susan E. JONES

文学部　総合文化学科 5 難波江和英、高橋雅人、三杉圭子、建石始

音楽学部　音楽学科 3 田中修二、津上智実、Xavier LUCK

人間科学部　心理・行動科学科 6 小林哲郎、吾妻壮、矢野円都、木村昌紀

人間科学部　環境 ･ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科 4 張野宏也、寺嶋正明、高岡素子、横田弘文

計 30

実施日 担当教員 テーマ

大阪国際滝井高等学校 10 月 20 日 音楽学部 音楽学科 中村　健 指揮法概論

兵庫県立西宮高等学校 10 月 23 日

文学部 英文学科
Marcelo

FUKUSHIMA
異文化とグローバルスタディーズ

人間科学部　

心理・行動科学科
石谷真一

共感性をめぐって

　～学際的探究の素描

人間科学部　環境・

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科
張野宏也

身近な川は本当にきれいになって

いるのでしょうか

大阪信愛女学院高等学校 11 月 6 日

文学部 英文学科
Marcelo

 FUKUSHIMA
異文化と広告

人間科学部 

心理・行動科学科
小林哲郎 スクールカウンセラーと心のケア

和歌山信愛高等学校 11 月 14 日
文学部 

総合文化学科
奥野佐矢子

どうして学ばなければならない

の？ - 教育学への招待

大阪女学院高等学校 12 月 11 日
文学部 

総合文化学科
高橋雅人

わたしは何を知らないのだろう－

ソクラテス「無知の知」をめぐって

上宮高等学校 3 月 9 日 文学部 英文学科
Nathaniel 

CARNEY

Does Taylor Swift love 

Starbucks?

●出張講義実施状況

●招聘プログラム実施状況
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日程 担当教員 講義テーマ 参加者

環
境
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

高校教員対象
サイエンス体験

8 月 5 日 遠藤知二 イヌビワと共生コバチの生物学 10 名

サイエンス体験

8 月 4 日

高岡素子
果物のプロテアーゼによる肉の軟化実験－どの果物
が一番？－

15 名

西田昌司
働く分子「蛋白質」を計ってみよう－体の中で一番
よく働いている「蛋白質」。多いか少ないか、それ
が問題です－

15 名

8 月 23 日
張野宏也 身のまわりの水の汚れを化学的に調べよう！ 8 名

塩見尚史 微生物をもっと知ろう 8 名

理学館体験

6 月 22 日

張野宏也 学科説明会・施設見学会

16 名

9 月 15 日 約 25 名

11 月 22 日 約 10 名

12 月 13 日 約 10 名

3 月 21 日 約 20 名

動物実験講習会
( マウスの年間使
用匹数：68 匹 )

6 月 7 日

西田昌司

12 名

6 月 14 日 12 名

11 月 22 日 17 名

11 月 29 日 16 名

平成 26 年度神戸
高校 SSH 特別講
義

11月26日・
27 日

中川徹夫

液体を混合すれば、体積は増加するか、減少するか、
それとも変わらないか？ 
－計算とマイクロスケール実験により検証する－

40 名

兵庫県立東灘高
等学校特別授業

1 月 14 日

マイクロスケール実験で鉛蓄電池を作り、その原理
を理解しよう

19 名

マロウブルー抽出液を用いたマイクロスケール実験
で、水溶液の液性を識別しよう

29 名

オープンキャンパス

第 6 回　地域創りリー
ダー養成プログラム発
表会
4 年生 26 人が語る！
私が一番輝く瞬間☆

8 月 2 日

鶴田英也

三宅志穂

吉田ともこ氏
㈱オレンジフリー

わくわく水の実験教室／わくわく土の観察会
 西宮トレジャー！
～知って食べよう地産地消～
こんなスポットあったんだ !! ／それゆけ ! もん
ど探検隊 !

21 名

●体験プログラム実施状況

受講者数 受講科目数 合格者数

２０１０年度
前期 １５ ６ ３

後期 １ １ １

２０１１年度
前期 １３ ７ １０

後期 １２ ７ ５

２０１２年度
前期 １２ ７ １０

後期 １０ ７ ８

２０１３年度
前期 ７ ５ ３

後期 ４ ２ ０

２０１４年度
前期 ６ ４ ２

後期 ２ ３ １

●聴講プログラム実施状況（神戸女学院高等学部対象）
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5　地域貢献

　初夏の公開講座　情報化社会の光と影

第１回 6 月 14 日
インターネットの光と影

117 名
出口弘（環境・バイオサイエンス学科教授）

第２回 6 月 21 日
情報発信と情報管理：古代ギリシアの視点から

90 名
高橋雅人（総合文化学科教授）

第３回 6 月 28 日
ネットいじめと子どもの心

95 名
小林哲郎（心理・行動科学科教授）

【のべ参加人数　302 名】

　秋季公開講座　神戸女学院の教育

第１回 10 月 11 日
Vories さんのキャンパスプラン

73 名
大川徹氏（神戸女学院中学部・高等学部元教諭）

第２回 10 月 18 日
地域資源を通して学ぶ科学する心

49 名
三宅志穂（環境・バイオサイエンス学科准教授）

第３回 11 月 1 日
神戸女学院の英語教育

49 名
原田園子（本学名誉教授）

【のべ参加人数　171 名】

　女性学インスティチュート主催　連続セミナー　母と娘

第１回 5 月 23 日
摂食障害と母娘関係

生野照子（本学名誉教授）

第２回 5 月 30 日
母と娘～その光と闇～

國吉知子（人間科学部心理・行動科学科教授）

第３回 6 月 6 日
母たちと娘たちがいる風景：子育て支援の現場から

戸江哲理（文学部総合文化学科専任講師）

第４回 6 月 13 日

夜も更けた室内で、母娘の憎悪は燃え上がり
              ―イングマール・ベルイマンの『秋のソナタ』

高村峰生（文学部英文学科専任講師）

【のべ参加人数 144 名　修了証交付 39 名】

　大学研究所主催　講演会

6 月 20 日

共に『痛み』を担うために： 
　　非宗教的カウンセリングにおけるスピリチュアリティの位置づけ 90 名
　　　　横田恵子（文学部総合文化学科教授）

10 月 31 日
山上明美名誉教授による演奏会

220 名
　　　　山上明美（本学名誉教授）

【のべ参加人数　310 名】

　女性学インスティチュート主催　特別講演会

4 月 25 日
女性差別撤廃、ジェンダー平等の実現という課題にめぐりあって～わたしの物語～

米田禮子氏（特定非営利活動法人　グループみこし　理事長）

【参加人数　約 70 名】
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　宗教センターアッセンブリーアワー　金曜日公開プログラム

4 月 18 日
さんびかを歌おう♪

110 名
斉藤言子（音楽学部教授）

5 月 9 日
神戸女学院とヴォーリズ建築～ Beauty Becomes a College ～

120 名
佐伯裕加恵（史料室職員）

6 月 13 日
演奏会　ピアノリサイタル     

300 名
Boris Bekhterev（音楽学部元教授）

6 月 27 日
オルガンコンサート  

200 名片桐聖子 ( 学院ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ・日本基督教団神戸教会ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ・本学卒業生 )

前田直子 ( 学院ｵﾙｶﾞﾆｽト・日本基督教団豊中教会ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ・本学卒業生 )

7 月 4 日
ESD 学生研究発表会 

70 名
大学院　人間科学研究科      

7 月 11 日
大学院生による演奏会

130 名
大学院音楽研究科１年

7 月 25 日
礼拝

40 名
松田央（チャプレン・文学部総合文化学科教授）

9 月 26 日
礼拝

40 名
飯謙（学院チャプレン・学長）

10 月 3 日
重要文化財指定記念礼拝　岡田山での魅力―神戸女学院の教育

60 名
茂洋（本学名誉教授）

11 月 14 日

宗教音楽の会～モーツァルテウム音楽大学からゲストをお招きして～

250 名

Paul Roczek( ｳﾞｧｲｵﾘﾝ　ﾓｰﾂｧﾙﾃｳﾑ音楽大学教授）

Aloisia Dauer（ｳﾞｧｲｵﾘﾝ　ﾓｰﾂｧﾙﾃｳﾑ音楽大学学生）

Anuschka Cidlinski（ｳﾞｨｵﾗ　ﾓｰﾂｧﾙﾃｳﾑ音楽大学学生）

辻井淳（ｳﾞｧｲｵﾘﾝ　音楽学部准教授）

林裕（チェロ　音楽学部非常勤講師）

Xavier LUCK( ﾌﾙｰﾄ　音楽学部専任講師）

佐々由佳里（ピアノ　音楽学部教授）

11 月 21 日
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・ｻﾎﾟｰﾄ講演会―ｱﾀﾞﾌﾟﾃｯﾄﾞ・ｽﾎﾟｰﾂのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ―

60 名
金山千広（体育研究室教授）      

12 月 5 日
クリスマスオルガンコンサート

130 名西山聡子 ( 学院ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ・日本基督教団大阪教会ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ・本学卒業生 )

追中宏美（日本基督教団須磨教会オルガニスト・本学卒業生）

12 月 12 日
キャロルを歌おう♪

85 名
斉藤言子（音楽学部教授）

2015 年
1 月 9 日

新年礼拝
60 名

中野敬一（大学チャプレン・文学部総合文化学科准教授）

1 月 16 日
卒業生による演奏会

140 名
吉原玲奈（ピアノ・音楽学部卒業生）

【登録人数 221 名、のべ参加人数　1,795 名】

　文学部開催　主催：公益財団法人　海外日系人協会

5 月 5 日
日系スカラーシップ事業「春期研修会」

　　Marcelo Fukushima（文学部英文学科准教授）
30 名

　音楽学部主催　子どものためのコンサート・シリーズ

7 月 5 日
第３９回　子どものための七夕コンサート

　　～音楽で恋の魔法をかけよう～
631 名

10 月 13 日
第４０回　子どものためのスペシャル・コンサート

　　～トロンボーンの魅力～
311 名

12 月 13 日
第４１回　子どものためのクリスマス・コンサート

　　～オルガンと歌で綴るクリスマスの物語～
529 名

【のべ入場者数　1,471 名】
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　音楽学部主催　音楽学部コンサート

4 月 17 日 ２０１４年度　神戸女学院大学音楽学部新人演奏会 いずみホール 392 名

4 月 24 日
神戸女学院大学大学院音楽研究科 
第１３回　修士課程修了披露演奏会

兵庫県立芸術文化センター
神戸女学院小ホール

135 名

6 月 24 日
ベガにオーケストラがやってきた！Ｖｏｌ．５
～神戸女学院大学音楽学部オーケストラ in 宝塚～
< 第２１回サマーコンサート >

宝塚ベガ・ホール 274 名

10 月 2 日 第２１回　オータムコンサート
兵庫県立芸術文化センター
神戸女学院小ホール

298 名

11 月 12 日
神戸女学院大学大学院音楽研究科２年生による
音の響宴　Ｖｏｌ．８

兵庫県立芸術文化センター
神戸女学院小ホール

157 名

12 月 4 日
12 月 5 日

12 月 6 日 13 時
12 月 6 日 18 時

神戸女学院大学音楽学部音楽学科舞踊専攻
第６回　卒業公演

神戸女学院大学
エミリー・ブラウン記念館
地下 2 階　スタジオＡ

145 名
138 名
144 名
150 名

11 月 26 日 神戸女学院大学音楽学部　定期演奏会「第九」
兵庫県立芸術文化センター
KOBELCO( ｺﾍﾞﾙｺ ) 大ホール

937 名

2015 年
2 月 23 ～ 25 日

２０１４年度卒業生　卒業演奏会 神戸女学院講堂 413 名

3 月 5 日

3 月 6 日
神戸女学院大学音楽学部音楽学科
舞踊専攻　第９回公演

兵庫県立芸術文化センター
阪急中ホール

564 名

625 名

【のべ入場者数　4,372 名】

　音楽学部主催　子どものための音楽作りワークショップ　

9 月 27 日 第５回　音で遊ぼう！子どものための音楽作りワークショップ

【音楽学部生 13 名、学外者 4 名、近隣の子どもたち 21 名】

　人間科学部　心理相談室主催　　

日程 担当教員 講義テーマ 参加者

心相ウィーク 
講演会

7 月 30 日 國吉知子 「子どものネガティブ行動に対処する」 約 70 名

“親をまなぶ” 
連続講座
〈全５回〉

10 月 16 日 國吉知子 「親子関係をよむ視点」

のべ
120 名

10 月 23 日 國吉知子
【公開講座】 「就学前の子どもへの対応 （1） 
～ママがセラピスト！ ： PCIT( 親子相互交流療法 ) とは～」

10 月 30 日 國吉知子 「就学前の子どもへの対応 （2） ～ PCIT のスキルを学ぶ～」

11 月 6 日 須藤春佳
【公開講座】 「児童期から思春期の子どものこころ～親の見
守りと子ども同士の関係～」

11 月 13 日 國吉知子
「親の不安に共振する子ども～親の “危険な” コミュニケー
ション～」

シンポジウム 2 月 28 日 吾妻壮

「女性のこころとからだ～ストレス×うつ×ライフサイクル～」 
髙橋　美智子氏
（NPO 法人 【仕事と子育て】 カウンセリングセンター カウン
セラー ・ 神戸親和女子大学非常勤講師 ・ 臨床心理士） "

約 70 名

アウトリーチ
活動 ( 講演 )

2 月 16 日 國吉知子
「親子相互交流療法 （PCIT） とは～幼児と養育者のための
心理教育的セラピー～」 （武庫愛の園幼稚園）

約 40 名



神戸女学院　２０１４事業報告書

26

　人間科学部主催・開催　　

日程 担当教員 講義テーマ 参加者

地域創りリーダ－
養成プログラム
イベント

10 月 19 日 鶴田英也 甲山おさんぽ隊～元気に親子で自然を学ぼう～
15 名

大人 5
子ども 5

12 月 14 日
高岡素子
鶴田英也

西宮の特産品を味わおう～子どものもりもりクッキング～ 5 名

8 月 11 日 矢野円郁 わくわく野菜の収穫体験～夏野菜編～
11 名

大人 5
子ども 6

11 月 29 日 三宅志穂 わくわく野菜の収穫体験～冬野菜編～
15 名

大人 7
子ども 8

8 月 8 日
三宅志穂
高岡素子

わくわく新聞紙の工作教室～ eco 博士になろう～ 17 名

11 月 29 日 遠藤知二 20 世紀にタイムスリップ～つくって遊んで学び体験～ 6 名

こどもサイエンス
体験教室

11 月 1 日 中川徹夫
ぶどうの皮に含まれる色素を使って水溶液のなかま分け
をしよう

64 名
大人 34

子ども 30

自然にふれあう
体験型環境学習
西宮市立甲東小学
校

5 月 7 日

野嵜玲児 「自然観察－調べよう甲東の自然－」

164 名

7 月 9 日 162 名

11 月 26 日 166 名

2 月 26 日 167 名

尼崎フォレストの会 12 月 11 日 野嵜玲児 種子採集および自然観察会 10 名

猪名川町環境住民
会議

11 月 13 日 横田弘文
猪名川町に生息する野生メダカの遺伝子型及びヒメダカ
遺伝子の移入実態について

約 15 名

平成 26 年度後期
宮水学園マスター
講座

2 月 16 日 横田弘文 沿岸海域における化学物質汚染の現状 約 20 名

シニア自然大学 12 月 17 日 高岡素子 和食の栄養学 不明

市民対象講座 「イ
ン タ ー カ レ ッ ジ 西
宮」

12 月 3 日 遠藤知二 西宮の自然の豊かさを調べる－市民科学の可能性－ 10 名

12 月 10 日 張野宏也 地域の人々との共働による水域環境再生の試み 約 15 名

12 月 17 日 高岡素子 丹波シカの食資源化 約 15 名

12 月 24 日 三宅志穂 地域で育むサイエンスコミュニケーション 25 名

神戸
シルバーカレッジ

10 月 2 日 張野宏也 身の回りの化学物質と上手につきあう方法 約 50 名

朝日親と子の自然
環境教室

7 月 12 日 遠藤知二 昆虫および昆虫と植物の共生 80 名

コープこうべ ・
NPO LEAF

8 月 2 日 遠藤知二
社家郷山の生きもの探検隊 「見つけてみよう！山の生
きもの、 水辺の生きもの」

30 名

宝塚市立にし図書
館 ・ 西公民館 ・
兵庫県立人と自然
の博物館

8 月 22 日 遠藤知二 サイエンスカフェ昆虫から読み解く宝塚の自然 25 名
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6　その他の事業

学　院 大　学

４
月

中高部長就任式

新任教職員就任式

入学式、 入寮式

ＩＰ－ＴＯＥＩＣ　全学部１年生対象テスト

新入生歓迎会 ・ オリエンテーション、 登録ガイダンス

新入生対象ＩＴオリエンテーション ・ キャンパスツアー

フレッシュマンキャンプ ( 六甲ｾﾐﾅｰﾊｳｽ、 ｳｴｽﾃｨﾝﾎﾃﾙ淡路、 ｼｰｻ

ｲﾄﾞﾎﾃﾙ舞子ﾋﾞﾗ）

５
月

創立者記念日墓前礼拝

愛校バザー

春季教授会研修会

米国ワイオミング大学学生交流プログラム （本学）

６
月初夏の公開講座

家庭会大学部会総会ならびに保護者懇談会 （本学）

保護者懇談会 （和歌山）

前期学生による授業評価アンケート実施

オープンキャンパス

７
月

ヴァージニア ・ クラークソン記念館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　献堂式

学院リトリート

保護者懇談会 （四国）

音楽学部夏期講習会 （本学）

大学職員ＳＤ研修会Ⅰ

米国ポーリンググリーン大学学生交流プログラム （本学）

８
月

夏のオープンキャンパス

夏期語学研修 （西オーストラリア大学、 ニューカッスル大学、 カナ

ダヨーク大学、 米国カリフォルニア大学アーバイン校）

９
月

大学職員ＳＤ研修会Ⅱ

オープンキャンパス

ＥＳＤ推進プログラム修了式

保護者のための就職セミナー

10
月

「重要文化財　神戸女学院」 指定

　　　　　　　　　　　　　　記念講演会

秋季公開講座

秋季教授会研修会

大学祭

保護者懇談会 （本学 ・ ２年生保護者対象）

インド、聖ジョセフ・カレッジ・オブ・コマース学生交流プログラム （本

学）

フィリピン、　アサンプション大学研修プログラム

11
月

秋季公開講座

宗教強調週間

教職員礼拝

宗教強調週間

オープンキャンパス

オーストリア、 モーツアルテウム大学学生交流プログラム （本学）

フィリピン、 ミリアム大学学生交流プログラム （本学）

後期学生による授業評価アンケート実施 ・ 授業公開

音楽学部定期演奏会

ＩＰ－ＴＯＥＩＣ　全学部２年生対象テスト

12
月

クリスマス礼拝
音楽学科舞踊専攻卒業公演

オープンキャンパス

１
月

２
月専任職員ＳＤ研修会

ＩＰ－ＴＯＥＩＣ　全学部１年生 ・ 通訳プログラム受講生 ・ 英文学科

３年生対象テスト

卒論発表会、 卒業演奏会、 卒業研究発表会

春期語学研修 （梨花女子大学、 クイーンズランド大学、 英国ヨー

ク大学）

３
月

ハラスメント防止のための教授会研修会

学内企業セミナー

学位記授与式

大学職員ＳＤ研修会Ⅲ

オープンキャンパス
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中高部 中高部　生徒の活動

４
月

Ｊ１オリエンテーション

Ｊ１デイキャンプ (1)(2)

中学部入学式、 高等学部入学式

春の遠足

宗教部主催修養会 （水上隣保館訪問）

ＰＴＡ総会

春の子ども会 （Ｓ自治会 ・ 関学共催）

第６８回会長杯争奪卓球選手権大会 ： ３年生第２部準優勝 （Ｊ３生）

２０１４ヨーロッパ女子数学オリンピック (EGMO) トルコ大会 ： 銀メダル （Ｓ３生）

第６７回西宮市民体育大会バドミントン大会高校の部 ： 第３位 （Ｓ３生、 Ｓ２生、 Ｓ１生４名）

第３０回成田山全国競書大会 ： 成田山賞 （Ｓ２生）

第６７回西宮市民体育大会卓球大会団体戦 ： 第３位 （Ｊ３生７名）

第６７回西宮市民体育大会バレーボール競技 ： 第５位 （Ｊ３生１０名、 Ｊ２生６名）

５
月

聖書を学ぶ会 （6,10,1,2 月の計５回）

ＰＴＡ岡田山散策会

教育実習

避難訓練

６
月

体育祭

人権学習会

ＰＴＡ教養講座

宗教部 ・ 自治会共催修養会 （釜ヶ崎訪問）

平成２６年度阪神中学校男女バレーボール優勝大会 ： ベスト８ （Ｊ３生１０名、 Ｊ２生６名）

兵庫県私立中学・高等学校連合会英語教育研究会主催第１０回英語スピーチコンテスト：第１位 （Ｓ

２生）

第２１回春季フォトコンテスト阪神支部予選 ： 入選 （Ｓ３生）、 佳作 （Ｓ２生）

第２１回春季フォトコンテスト兵庫県本戦 ： 入選 （Ｓ３生）

７
月

ＪＳ校内大会

リーダーシップ ・ トレーニングキャンプ

宗教部主催修養会 （長島愛生園 ・ 邑久光明園訪

問）

第３４回西宮市中学校総合体育大会卓球大会団体戦 ： 第３位 （Ｊ３生７名、 Ｊ２生）

第１９回ディベート甲子園近畿 ・ 北陸地区予選 ： 第３位 （Ｊ３生３名）

８
月

夏山登山

宗教部主催修養会 （広島訪問）

訪豪研修旅行

数学甲子園２０１４ （第７回全国数学選手権大会） 予選 ： 全国大会出場 （Ｓ１生５名）

２０１４阪神ＥＳＳユニオンシナリオリーディングコンテスト ： 第１位 （Ｓ２生２名、 Ｓ１生３名）

第９回全日本小学生 ・ 中学生書道誌上展 ： ベスト１００ （Ｊ２生）

第１９回全日本高校 ・ 大学生書道展 ： 優秀賞 （Ｓ３生１名、 Ｓ２生２名）

９
月

教職員研修会

文化祭

中学部入試説明会

平成２６年度西宮市中学校新人大会第９回バドミントン競技大会女子団体：第３位 （Ｊ２生５名、Ｊ１生）

税の書道 ： 西宮納税貯蓄組合連合会会長賞 （Ｊ２生）

２０１４年第１回絵画コンテスト ： 佳作 （Ｓ２生）

平成２６年度西宮 ・ 芦屋地区バドミントン交流大会女子団体 ： 第２位 （Ｊ２生５名、 Ｊ１生）

平成２６年度西宮市中学校新人大会第９６回中学校卓球大会団体戦下級生の部：第３位 （Ｊ１生７名）

10
月

Ｓ２修学旅行、 Ｊ３小旅行

Ｓ１一泊研修

Ｊ１、 Ｊ２、 Ｓ３遠足

西日本高校フランス語スケッチコンクール２０１４ ： 大会実行委員会賞 （Ｓ３生２名）

神戸女学院大学第５回絵本翻訳コンクール ： 佳作 （Ｓ３生）

第５６回市長楯争奪卓球選手権大会中学校２年生２部 ： 準優勝 （Ｊ２生）

第５６回市長楯争奪卓球選手権大会中学校１年生１部 ： 第３位 （Ｊ１生）

11
月

キャンパス見学会

芸術鑑賞会

宗教強調週間

ＰＴＡ宗教講話

秋の子ども会

人権学習会

第４９回近畿中学校女子英語暗唱大会 ： 第３位 （Ｊ３生）

第２回百合学院杯中学生 ・ 小学生英語暗唱大会 ： 第５位 （Ｊ３生）

Show & Tell 近畿高校生プレゼンコンテスト ： 第３位 （Ｓ１生）

平成２６年度中学生の 「税についての作文」 ： 西宮宝塚租税教育推進協議会賞 （Ｊ３生）

聖学院大学主催第１０回高校生英語スピーチコンテスト ： 奨励賞 （Ｓ２生、 Ｓ１生）

第４７回私学の書展 ： 特選呉竹賞 （Ｊ２生）

日本倫理 ・ 哲学グランプリ （国際哲学オリンピック国内予選） ： 銀賞 （Ｓ２生、 Ｓ１生）

第３８回兵庫県高等学校総合文化祭小倉百人一種かるた部門大会Ｃ組 ： 優勝 （Ｓ１生）

ファッションシューズコンテスト高校生部門 ： 最優秀賞 （Ｓ２生）

第４２回兵庫県私立学校読書感想文コンクール：特選 （Ｓ２生２名、Ｊ２生２名）、入選 （Ｓ３生、Ｊ２生）

12
月

ＰＴＡクリスマス礼拝

クリスマス礼拝

宗教部 ・ 自治会共催修養会 （釜ヶ崎訪問）

冬山スキー

第５３回全国高等学校生徒英作文コンテスト：１年の部優秀賞 （Ｓ１生）、 １年の部入選 （Ｓ１生）、 ２・

３年の部優良賞 （Ｓ２生）

第６０回青少年読書感想文兵庫県コンクール ： 毎日新聞社賞 （Ｓ２生）

第２回全国高校生英語スピーチコンテスト ： 第２位 （Ｓ２生）

１
月

文化スポーツ賞 ・ 部長賞表彰式

中学部入試

第２６回上野学園ーゴードンストン英語コンテスト ： 優勝 （Ｓ１生）

神戸日米協会第２２回高校生英語暗誦大会 ： 第２位 （Ｓ１生）

第２５回日本数学オリンピック ： 成績優秀 [ ヨーロッパ女子数学オリンピック日本代表 ] （Ｓ１生）

日本数学オリンピック ： 地区表彰 （Ｓ１生２名）

日本ジュニア数学オリンピック ： 地区表彰 （Ｊ３生３名）

２
月人権学習会

平成２６年度第２回兵庫県中学校冬季テニス大会団体戦 ： 第３位 （Ｊ２生７名、 Ｊ１生）

２０１５国際哲学オリンピック選考会 ： グランプリ [ 国際哲学オリンピック （IPO） 日本代表 ] （Ｓ２生）

平成２６年度神戸新聞社杯阪神ＥＳＳユニオンシナリーディングコンテスト ： 第１位 （Ｓ１生）

第３０回全国学生書き初め展覧会毛筆の部 ： 第 30 回展覧記念特別大賞 （Ｊ３生）

第３１回全国年賀はがきコンクール ： 文部科学大臣賞 （Ｊ３生）

ＪＩＣＡ国際協力中学生 ・ 高校生エッセイコンテスト２０１４ ： 優秀賞 （Ｊ２生）

３
月

高等学部卒業式

ＰＴＡ常任幹事会

讃美歌コンクール

中学部卒業式

ＩＴＣカウンスルＮｏ． ３第４回高校生スピーチコンテスト：日本語の部優勝 （Ｓ２生）、英語の部優勝 （Ｓ

２生）

２０１５年度近畿地区春季中学 ・ 高校ディベート交流大会 ： 第２位 （Ｊ３生４名）

第７回日本地学オリンピック （「グランプリ地球にわくわく 2015」）：日本地球惑星科学連合賞 （Ｓ１生）

日本写真協会主催第４０回２０１５ＪＰＳ展 ： 優秀賞 （Ｓ３生）

Ｊは中学部、Ｓは高等学部、数字は学年を示す
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　１９５５年に学院創立 80 周年記念事業として建

てられた、中高部２号館の建替えを実施しました。

１階には旧２号館にあった社会科教室及び小教室

１室、２階には英語教育を充実するために最新の

教育機器を導入した LL 教室２室と、スピーチコン

テストの指導練習のための録音室２室を配置しまし

た。３階には多目的に活用可能な大教室（トリニ

ティホール）を設けました。今ではクラブ活動、学

年礼拝をはじめ、講演会、保護者懇談会等の多種多

様な用途で利用されています。建物名は、２０１４

年度は第２代校長に就任されたクラークソン先生が

１８７９年に「英和女学校」と改称されてから 135

年となることから、先生の御名を頂き新築棟の名称

( 通称 VC 館 ) としました。

　本建物は竣工後 50 年経過しており、金属建具、

連結机及び空調機器の経年劣化が多岐に見られたた

め、外壁、屋上を含み全面改装しました。１階の多

目的ホール（コムホール）には舞台を設け、映像機

器や音響機器等もリプレイスし、生徒活動の練習、

発表の場を設けました。２階には防音機能を完備し

ヴァージニア・クラークソン記念館新築工事

455 百万円

コミュニケーションセンター改修工事

117 百万円

文学部 1 号館改修工事

65 百万円

7　施設・設備

　本建物は講堂に次ぐ座席数を有する大教室があ

り、授業の他に公開講座、家庭会の会場として幅広

く使用されています。しかし、竣工後 50 年経過し

ており、建築・設備機器の劣化が見られたため、２

階の大教室の連結机、空調機の更新を行うと共に、

１階の女子トイレを全面改修しブースを増やしまし

た。また、本建物は地上２階建て建物となっていま

すが、負傷した学生や外来者の移動に支障をきたし

ていたため、建物内にエレベーターを設置し、教育

環境の充実や使用者の利便性を考慮した改修を行い

ました。なお、本事業は文部科学省補助金 ( 私立大

学・大学院等教育研究装置施設整備費 ) 補助事業で

す。

た文化系クラブの練習室と、クラブ部室、合わせて

９室を新たに設置しました。建物内部の照明器具は

すべてLEDに取替え、トイレもヴァージニア・クラー

クソン記念館同様最新の洗浄便座仕様に全面改修を

行い、外部にはスロープを設置しました。今回の改

修により、学校行事やクラブ活動等の多種多様な場

面での教育環境の充実が図られました。
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ジュリア・ダッドレー記念館
外壁塗装 ( 東・北面 ) 工事

　本建物は、竣工（１９９７年）後 16 年経過して

おり、外壁の汚れや露筋が見られました。また、建

具周辺のシールが劣化しているため、室内側に雨漏

りの形跡もありました。そのため、エアコン取替工

事の際に東・北面の外壁の塗装等を実施しました。

なお、南・西面の塗装については２０１３年度に既

に実施しています。

　図書館新館は竣工後 30 年経過しており、設備機

器は経年劣化により取替時期になっていました。特

に開架書架の照明器具は常時点灯しており、他の建

物の居室に比べて照明器具の劣化を速めていまし

た。また長時間点灯しているために電気使用量も非

常に多くなっていました。改修にあたっては、開架

書庫の場所に人感センサーを設置すると共に、照明

器具に電気消費量が少なく、長期間取替が必要では

ない LED 照明を採用した結果、電気使用量は改修

前に比べ４割削減となりました。

図書館新館照明器具改修工事

13 百万円

12 百万円

新社交館バリアフリー化整備工事

17 百万円

　新社交館にはエレベーター設備がなく、車椅子を

使用する学生は、地下１階のキャリアセンターまで

の経路がない状態でした。そのため建築基準法に適

合したスロープを設置する必要があり、建物外部に

スロープを設け、キャリアセンターの資料室の建具

を一部改修することにより、出入りを可能にしまし

た。その結果、車椅子を使用する学生の利便性がよ

くなり、更に運搬の際の作業効率が軽減される建物

となりました。
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8　入試に関する状況

●　神戸女学院大学

〔２０１５年度入試概況〕

学外進学相談会

オープンキャンパス　来場者数

地区 対面 資料 計

北海道 0 1 1

宮城 0 1 1

静岡 3 1 4

愛知 2 2 4

石川 0 1 1

京都 2 2 4

大阪 13 6 19

兵庫 6 3 9

奈良 2 1 3

和歌山 1 1 2

岡山 3 1 4

広島 3 1 4

島根 1 0 1

徳島 2 1 3

香川 3 0 3

愛媛 1 0 1

高知 2 0 2

福岡 2 1 3

合計 46 23 69

開催日 名称 人数

6 月 22 日 オープンキャンパス 417

8 月 2 日 夏のオープンキャンパス 745

8 月 3 日 夏のオープンキャンパス 691

9 月１5 日 オープンキャンパス 709

11 月 22 日 オープンキャンパス 146

12 月 13 日 オープンキャンパス 209

3 月 21 日 オープンキャンパス 423

総計 3,340

　今年度の入試については昨年までの状況にやや変

化が見られました。数年間続いていた「文低理高」

傾向がストップし、社会科学系の人気が戻りました。

全国的に景気回復の兆候が見られた結果、私立大学

志願者数は堅調に推移、国公立大学志向にはややか

げりが見えました。

　本学においても成績優秀な受験生を確保すべく、

いくつかの入試制度を変更いたしました。その概要

を以下に記載いたします。

　１．入学金を 400,000 円から 200,000 円に減額

　２．公募制推薦入試において学内併願を可能にし

　　　たこと

　３． 一般入試Ａ日程において３科目入試を追加

　４． 一般入試Ａ日程の選択科目において「日本史・ 

　　　世界史」を導入

　その結果、公募制推薦入試の志願者に関しては大

幅増、一般入試前期日程ではほぼ前年並みとなりま

した。

　各入試制度において慎重に合否判定を実施した結

果、今年度も必要想定入学者数を確保することがで

きました。

　次年度においても学外試験会場の増設等を計画し、

より安定的な入学者数確保を目指してまいります。

対面 ･･･ 各会場に本学ブースを設置し、スタッフに

　　　　よる相談を実施

資料 ･･･ 会場において本学資料を配布
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志願者数 受験者数 合格者数 実質競争率

一般入学試験

前期Ａ日程

３科目型 425 419 177 2.4 

２科目型 642 633 234 2.7 

音楽学科 33 33 26 1.3 

前期Ｂ日程 426 422 169 2.5 

前期Ｃ日程 364 213 97 2.2 

前期Ｄ日程
センター１科目型 174 97 39 2.5 

センター２科目型 94 46 16 2.9 

大学入試センター
試験を利用する
入学試験

前期日程

２科目型 225 225 149 1.5 

３科目型 135 135 66 2.0 

４科目型 58 58 39 1.5 

後期日程

２科目型 54 54 38 1.4 

３科目型 35 35 17 2.1 

４科目型 23 23 14 1.6 

一般入学試験　　後期日程 146 141 59 2.4 

公募制推薦入学試験 593 592 263 2.3 

ＡＯ入学試験 35 33 25 1.3 

帰国子女入学試験 3 3 3 1.0 

社会人入学試験 0 － － －

外国人留学生入学試験 0 － － －

編入学試験 0 － － －

入試制度別状況

北海道
■  北海道　32（14）

東北
　青　森　0（0）
　岩　手　0（0）
　宮　城　4（2）
　秋　田　0（0）
　山　形　1（1）
　福　島　0（0）

関東
　茨　城　3（3）
　栃　木　0（0）
　群　馬　1（1）
　埼　玉　0（0）
　千　葉　1（0）
　東　京　16（7）
　神奈川　4（4）

甲信越
　新　潟　10（2）
　山　梨　4（1）
　長　野　4（2）

北陸
　富　山　17（8）
　石　川　11（6）
　福　井　15（11）

近畿
　滋　賀　16（8）
　京　都　59（27）
　大　阪　803（369）
　兵　庫　1,846（837）
　奈　良　116（50）
　和歌山　142（50）

中国
　鳥　取　38（14）
　島　根　3（2）
　岡　山　91（44）
　広　島　62（26）
　山　口　34（12）

九州
　福　岡　33（13）
　佐　賀　1（1）
　長　崎　6（2）
　熊　本　9（5）
　大　分　2（0）
　宮　崎　29（8）
　鹿児島　6（4）

沖縄
■  沖　縄　8（2）

　全　体
　　3,692（1,656）
　高認・その他
　　37（13）

東海
　静　岡　27（6）
　岐　阜　6（1）
　愛　知　37（17）
　三　重　36（11）

四国
　徳　島　35（18）
　香　川　47（30）
　愛　媛　29（16）
　高　知　11（8）

都道府県別 在籍者数 （2015年4月現在）

都道府県名 在籍者数 都道府県名 在籍者数 都道府県名 在籍者数 都道府県名 在籍者数

北海道 23 神奈川 5 大　阪 664 福　岡 35

青　森 0 新　潟 5 兵　庫 1,174 佐　賀 3

岩　手 0 富　山 9 奈　良 62 長　崎 11

秋　田 3 石　川 12 和歌山 63 熊　本 15

宮　城 7 福　井 14 鳥　取 18 大　分 6

山　形 0 山　梨 1 島　根 7 宮　崎 9

福　島 1 長　野 6 岡　山 58 鹿児島 11

茨　城 7 岐　阜 4 広　島 39 沖　縄 1

栃　木 2 静　岡 17 山　口 18

群　馬 5 愛　知 32 徳　島 26

埼　玉 1 三　重 14 香　川 36

千　葉 2 滋　賀 15 愛　媛 21 その他 23

東　京 8 京　都 64 高　知 16 合　計 2,573

■2015年度入試 都道府県別志願者数・合格者数
※推薦入試を含む延べ人数 志願者数（合格者数）
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２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度

志願者数 ３，８１６ ３，８２５ ３，２９７ ３，４５４ ３，６９２

合格者数 １，４０５ １，３８８ １，３４２ １，４６１ １，６５６

入学者数 ６２９ ６５５ ６２３ ６３０ ６４４

２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度

志願者数 ４６ ４８ ４０ ４８ ４１

合格者数 ３４ ２５ ２５ ３４ ３０

入学者数 ３２ ２３ ２３ ２０ ２８

２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度

志願者数 １ ４ ３ ４ １

合格者数 ０ ３ ２ ４ １

入学者数 ０ ３ ２ ４ １

２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度

志願者数 ２６０                                         ２７７                                         ２５７                                         ２１４ ２２３

合格者数 １５０ １５３ １５３ １５３ １５７

入学者数 １３６ １４２ １４１ １４１ １４０

転入学者数 ー ー ー １ ０

２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度

編入学者数 ー ー ー １ ー

●　神戸女学院大学大学院

●　神戸女学院中高部

修士 ･ 博士前期課程

２０１２年度　編入学試験で音楽学部１名入学

博士後期課程

中学部

高等学部

高等学部　全日制課程　普通科　　募集なし
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9　留学に関する状況

●　神戸女学院大学・大学院

〔２０１４年度留学概況〕

　本学の教育理念の一つである「国際理解の精神」

の涵養を目指し、２０１４年度も本学から海外協定

大学への派遣並びに学内における国際交流の創出に

取り組んできました。本年度は特に、前年度までに

新規協定した海外大学との交換留学の具現化を含

め、既存協定大学との交流の深耕につとめてまいり

ました。

　２０１４年度には、交換留学協定大学である、イー

ストアングリア大学（イギリス）及びボーリンググ

リーン大学（アメリカ）へ本学から初の留学生を派

遣すると同時に、後期よりそれぞれの大学からの交

換留学生を受け入れました。また認定留学では、同

じく後期より、２０１３年度にパートナーシップを

結んだＪＳＡＦ（日本スタディ・アブロード・ファ

ンデーション）を通じオレゴン大学（アメリカ）へ、

音楽学部からはモーツァルテウム音楽大学（オース

トリア）への留学生派遣を開始いたしました。

　既存協定大学との交流では、５月にワイオミング

大学（アメリカ）、７月にボーリンググリーン大学

（アメリカ）、１０月にアサンプション大学（フィリ

ピン）、セントジョセフカレッジ（インド）と１１

月にはミリアム大学（フィリピン）、モーツァルテ

ウム音楽大学（オーストリア）からの短期研修生を

受け入れ、学内での交流会、特別講義等を実施いた

しました。海外からの短期研修生受入にあたっては、

学内外で学生たちがボランティアガイドとして案内

する KC Guide やホストファミリーの登録を募集し、

学内での国際交流の機会を広げてまいりました。

　従来からの取組みにおいては、兵庫県からの委託

を受けた夏期休暇中のオックスブリッジプログラ

ム（オックスフォード大学・ケンブリッジ大学の学

生を講師に招いての英語合宿を行うもの）、交換留

学生をサポートしながら交流を深める留学生バディ

制度を継続するとともに、交流会（歓送迎会、留

学生バディ主催の七夕とクリスマスパーティ）を開

催しました。交換留学生に対しては、日本語授業

の受講に加え、英語で日本文化を学ぶ “Introduction 

to Japanese Culture” と 日 本 の 現 代 事 情 を 学 ぶ 

“Current Issues in Japan”、 留学生が希望する先生・

科目・言語を自由に選択し、マンツーマンで授業が

受けられる “Tutorial for Exchange Student” を本年

度も開講しました。なお、２月に開催された“にし

のみや留学生日本語スピーチ大会”（西宮市国際交

流協会主催）に交換留学生の３名が参加、日頃の日

本語学習の成果を発揮し、本学の留学生（中国・広

東外語外貿大学）が最優秀賞を受賞いたしました。

　学内における語学面、留学情報のサポートとして

は、留学準備を目的とした学内での TOEFL テスト

（年間５回）、米国領事館によるアメリカ留学説明会

（５月実施）、ブリティッシュカウンシルによるイギ

リス留学説明会（６月実施）といった各種留学説明

会や国際交流フェア、K-CLIP の留学生ブログ並び

にメーリングリスト等により、定期的に情報を配信

しています。

　本年度における国際交流センターの新たな取り組

みとしては、過去要望の多かった中期海外研修（カ

ナダ）及び海外インターンシップを開発いたしまし

た。さらに、ケンブリッジ大学ヒューズホール（イ

ギリス）と大学間協定を締結し、語学研修を企画い

たしました。海外インターンシップは協定大学のワ

イカト大学（ニュージーランド）における語学研修

との組み合わせで本年度春期休暇中に実施、ヨーク

大学（カナダ）の中期海外研修並びにケンブリッジ

大学ヒューズホールについては、来年度夏期より実

施を予定しております。

　今後も国際交流センターでは、より充実した国際

交流プログラムを提供し、学生達が「国際理解の精

神」を体得できるよう国際交流事業を推進してまい

ります。
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語学研修

大学名 国名 人数

夏期 ： ヨーク大学 カナダ １７

夏期 ： 西オーストラリア大学 オーストラリア ９

夏期 ： ニューカッスル大学 イギリス １３

夏期 ： カリフォルニア大学アーバイン校 アメリカ １１

春期 ： クイーンズランド大学 オーストラリア １７

春期 ： ヨーク大学 イギリス １１

春期 ： 梨花女子大学 韓国 ８

春期 ： 広東外語外貿大学 中国 ８

春期 ： ワイカト大学 ニュージーランド ６

国別集計

カナダ １７

オーストラリア ２６

イギリス ２４

アメリカ １１

韓国 ８

中国 ８

ニュージーランド ６

計 １００

本学から海外へ 総計 １３６

中期海外研修

大学名 国名 人数 期間

カリフォルニア大学アーバイン校 アメリカ ８ ７ヶ月

クイーンズランド大学 オーストラリア ８ ７ヶ月

計 １６

中期英語留学

大学名 国名 人数 期間

チャタム大学 アメリカ ３ ７ヶ月

計 ３

認定留学

大学名 国名 人数 期間

ニューカッスル大学 イギリス ３ １年

オレゴン大学 アメリカ １ １年

モーツァルテウム音楽大学 オーストリア ２ ５ヶ月

計 ６

派遣留学

大学名 国名 人数 期間

ロックフォード大学 アメリカ ２ １年

ワイオミング大学 アメリカ １ １年

ボーリンググリーン大学 アメリカ １ １年

イーストアングリア大学 イギリス １ １年

梨花女子大学 韓国 ２ １年

ミリアム大学 フィリピン ２ ５ヶ月

アサンプション大学 フィリピン ２ ５ヶ月

国別集計

アメリカ ４

イギリス １

韓国 ２

フィリピン ４

計 １１

本学から海外へ
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海外から本学へ

交換留学

大学名 国名 人数 期間 備考

ボーリンググリーン大学 アメリカ １ １年 総合文化学科

イーストアングリア大学 イギリス １ １年 英文学科

徳成女子大学 韓国 ４ 半年 総合文化学科 （前期 2 名 ・ 後期 2 名）

広東外語外貿大学 中国 １ １年 文学研究科

長期受入
国別集計

アメリカ １

イギリス １

韓国 ４

中国 １

計 ７

短期受入

大学名 国名 人数 期間 備考

ミリアム大学 フィリピン １２ １５日

セントジョセフ ・ カレッジ ・ オ
ブ ・ コマース

インド ４ ９日

ワイオミング大学 アメリカ １８ １８日

ボーリンググリーン大学 アメリカ １０ ３日

アサンプションカレッジ フィリピン １２ １０日

モーツァルテウム音楽大学 オーストリア ３ ８日

計 ５９

海外から本学へ 総計 ６６

本学から海外へ

海外から本学へ

●　神戸女学院高等学部

公認留学

学校名 国名 人数 期間

Mchenry West High School アメリカ １ １年

計 １

国名 人数 期間

タイ １ １年

計 １
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10　卒業、修了、満期退学、博士学位授与の状況

●　神戸女学院大学

●　神戸女学院大学大学院

修士 ･ 博士前期課程

博士後期課程

●　神戸女学院中高部

博士学位授与博士後期満期退学

文学部 音楽学部 人間科学部

計
英文学科

総合文化
学科

音楽学科

人間科学科
心理 ・ 行動

科学科
環境 ・ ﾊﾞｲｵ
ｻｲｴﾝｽ学科

人間行動
科学専攻

人間環境
科学専攻

２０１０年 １６２ ２２０ ５１ １ ー ９８ ９５ ６２７

２０１１年 １７７ ２２５ ４９ ー ー ９１ ８１ ６２３

２０１２年 １８６ ２２７ ５０ ー ー ９８ ９１ ６５２

２０１３年 １６５ ２２６ ５５ ー ー ９８ ８３ ６２７

２０１４年 １４９ ２０３ ５２ ー ー １０５ ９７ ６０６

文学研究科 音楽研究科 人間科学研究科

計
英文学専攻 社会学専攻

比較文化学
専攻

音楽芸術表現
専攻

人間科学専攻

２０１０年 ６ １ １ ４ １２ ２４

２０１１年 １２ １ １ ７ ８ ２９

２０１２年 １２ ３ ２ ７ １０ ３４

２０１３年 ７ １ ７ ７ ２２

２０１４年 ５ ４ ４ １０ ２３

文学研究科
人間科学
研究科

計
英文学
専攻

比較文化
学専攻

人間科学
専攻

２０１０年 ２ ２ ー ４

２０１１年 １ ３ ー ４

２０１２年 ー ー １ １

２０１３年 ー ー ー ー

２０１４年 ー １ ー １

博士後期課程設置当初からの累計 ６ ２ １２

中学部

２０１０年 １４９

２０１１年 １４３

２０１２年 １４２

２０１３年 １３４

２０１４年 １４１

高等学部

２０１０年 １４７

２０１１年 １４９

２０１２年 １３９

２０１３年 １４４

２０１４年 １４３

文学研究科
人間科学
研究科

計
英文学
専攻

比較文化
学専攻

人間科学
専攻

２０１０年 １ ー １ ２

２０１１年 ー ー ２ ２

２０１２年 ー １ ー １

２０１３年 ー １ ー １

２０１４年 １ ー ー １

２０１０年度以降については前期末 （当該年度９月） 卒業を含む

２００８年度 （人間科学部） からは学科改編後の卒業生数

２０１０年度以降については前期末 （当該年度９月） 卒業を含む
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11　就職・進学状況等

●　神戸女学院大学

〔２０１４年度就職概況〕

　２０１４年度は、 企業の採用選考活動のスケジュール

が１２月広報開始、 ４月選考開始の最後の年となりまし

た。 大卒の求人倍率は、 業界や企業規模によって数

字にはかなり差がありますが、 ２０１５年３月卒は 1.61

倍と、 ２０１４年卒の 1.28 倍から大幅に改善し、 好況

感とともに企業の採用意欲は高まっていることがわかり

ます。 特に、 ２０１６年３月卒から変更される採用選考

スケジュールが、 実際に各企業の採用にどのように影

響するか不透明なため、 ２０１５年卒を前倒しで採用し

ようと考える企業が増えたこともあり、 ２０１５年卒の就

職環境は、 １年を通してかなり売り手市場であったと言

えます。

　キャリアセンターでは、 これまでも企業との関係構築

を重視してきましたが、 スケジュール変更を前にター

ゲットとする大学との関係性を深める企業は多く、 本学

への来訪社数も例年をかなり上回りました。 特に６月

以降、 久しぶりに採用を考えておられる企業から求人

をいただくケースが増えましたが、 求人をいただいた

理由は、 本学卒業生達が築いてきた実績によるもの

で、 それぞれの場で活躍する卒業生の力がいかに大

きいか、 改めて認識するところとなりました。

　そういう状況下で、 企業の内定出しは非常に早く、

本学でも早い段階で進路を決定する学生が多く見られ

ました。 最終的に、 本学２０１４年度卒業生の就職決

定率は 97％で、前年度比 1.8 ポイント上昇しています。

就職希望率 （卒業者数に対する就職希望者数の割合）

は 84.5％、 卒業者数から大学院進学者数を引いた数

に対する就職者数の割合も 87.1％と、 いずれもリーマ

ンショック前に匹敵する高い数値になりました。

　就職先業界別では金融 ・ 保険業が全体の 33.6％で、

最近の１０年間では２００８年度に次いで高く、 卸売 ・

小売業 16.5％、 サービス業 11.9％、 製造業 10.5％と

続いています。 金融 ・ 保険業の採用者数は増えてい

ますが、 求人倍率は低く 0.22 倍です。 全就職者の３

分の１が金融 ・ 保険業に決定し、 中でもメガバンクへ

の決定者は全体の 10.7％。 それは今年度の進路状況

の１つの特徴であり、 就職力でもあると言えます。

　決定先企業の規模別では、 従業員 1,000 人以上の

大企業に就職する割合が 47.2％と、 こちらも例年を上

回りました。 進路状況調査では決定先が第一希望群

であるとの回答が４分の３を占め、 学生達の満足度も

高いと考えられます。

　決定先企業にはメガバンクをはじめとする大手金融、

航空、 大手メーカー、 専門商社など人気企業、 グロー

バル企業が並んでいます。 中でも学生達に人気の大

手酒類メーカーに久しぶりに１名の決定者があったこと

は、 後輩達のモチベーションアップに繋がりました。

　２０１４年度のキャリアサポートで特に注力したのは、

「知る場、 学ぶ場」 を学生達により多く提供することで

す。 今年度３年生対象のセミナーは大小合わせて年間

150 日に及び、数・内容ともに充実しています。 中でも、

１～３年生を対象に新しく始めた 「仕事発見セミナー」、

「企業研究セミナー」 では、 延べ 66 社の企業にご協

力いただき、 各企業での仕事、 企業や業界の特徴に

ついて、 低学年の学生達にも学ぶ機会を広げました。

３年生には、 就職活動解禁直前の２月、 卒業生が活

躍している企業約 80 社を１社ずつ解説するセミナーを

行い、 エントリー前に、 学生達が優良企業について知

る機会を増やしています。 また、 ３月に実施した学内

企業セミナー （学内での企業説明会） には、 過去最

多となる 99 社がお越しくださり、 延べ 5,157 名の３年

生が参加しました。 （昨年度実績 ： 79 社、 延べ 2,070

名参加）

　２０１６年３月卒の就職活動は大きく後ろ倒しとなり、 ３

月から本格的にスタートしました。 ただ、 面接などの

選考活動は８月１日以降とした 「採用選考に関する指

針」 とは裏腹に、 中堅中小企業を中心にすでに面接

が始まっているところも少なからずあり、 就職活動はや

はり今年も長丁場になると思われます。 引続き好況感

の中にあり、 ２０１６年卒に対する求人数も２０１５年卒

を上回ると予想されていますが、 企業が新卒に求める

質の高さは変わりません。 ２０１５年度も引続き１人でも

多くの学生が希望する進路を得ることができるよう、 個

別の対応にもより注力し、 全力でサポートをしていきま

す。
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●３年生対象キャリア支援プログラム実施状況

就職ガイダンス ・ セミナー

4 25 （金）
インターンシップガイダンス① （学内公

募）

6

6 （金）
インターンシップガイダンス② （就職ナ

ビ）

13 （金） 就職ガイダンス

19 （木） KC キャリアカフェ

27 （金） 就職試験対策セミナー

7

2 （水） 日本航空 OG 座談会

3 （木）

9 （水） 

17 （木） 

23 （水）

KC キャリアカフェ

5 （土） SPI 模擬試験①

11 （金） 就活実感セミナー①

18 （金） 就活実感セミナー②

25 （金） 就活実感セミナー③

30 （水） インターンシップ事前研修会

8

4 （月）

～  　  

6 （水）
就職文章力アップ講座　【有料】

20 （水）

21 （木）
社会人 START セミナー 【事前申込制】

26 （火）

～  　  
9/2 （火）

ＫＣエアラインスクール 【有料】

27 （水）

～  　

29 （金）
自己分析とコミュニケーション講座

9

3 （水）

～  　

10 （水）
企業訪問ワークショップ 【事前申込制】

16 （火）

～  　

19 （金）
SPI 集中対策講座　【有料】

24 （水） インターンシップ事後研修会

26 （金） 採用担当による就活キックオフセミナー

10

3 （金） 企業の採用動向についてのセミナー

17 （金） 職種研究セミナー

18 （土）
SPI 模擬試験② （一般常識試験含む）

　【有料】

31 （金） 就活マナー対策セミナー

11

7 （金） 筆記試験対策講座

21 （金） 履歴書の書き方セミナー

26 （水） 「就職と教職」 座談会

28 （金） エントリーシート対策講座①

29 （土） SPI 数理対策講座

12

5 （金） エントリーシート対策講座②

8 （月） U ターン座談会

11 （木） 金融内定者座談会

13 （土）
SPI 模擬試験③ （一般常識試験含む）

　【有料】

18 （木）
KC キャリアカフェ

東京海上日動火災保険 OG 座談会

19 （金）
グループディスカッション対策講座

　 ： 講義編

20 （土）
グループディスカッション対策講座

　 ： 実践編

1

8 （木） 職種研究講座 ： 事務職編

13 （火） 職種研究講座 ： 販売職編

14 （水）

内定者企画 「今日から始める就活」 セ

ミナー

セミナー 「ポジティブ就職活動を目指

す！」

15 （木） 職種研究講座 ： 営業職編

20 （火） 業界研究講座 ： 金融編①

22 （木） 業界研究講座 ： 金融編②

24 （土） エントリーシート直前対策講座

26 （月） 業界研究講座 ： メーカー編

27 （火） 業界研究講座 ： 商社編

2

2 （月） 「会社説明会の歩き方」 セミナー

9 （月）

～  　

SPI テストセンター版模試 （各自自宅

PC で）

9 （月）

～  　

13 （金）
模擬面接講座

16 （月） マナー実践対策講座

18 （水） SPI テストセンター対策講座

20 （金） 「中小企業の探し方」 セミナー

24 （火） 「企業 ・ 業界の選び方」 セミナー

25 （水） 「卒業生活躍企業紹介」 セミナー

26 （木） 就職ガイダンス ： 就活スタート編

27 （金） 「就職ナビの使い方」 セミナー

3

2 （月）

6 （金）

16 （月）

マナー実践対策講座

4 （水）

～  　

13 （金）

23 （月）

～  　

26 （木）

学内企業セミナー
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●他学年対象キャリア支援プログラム実施状況

学年不問

7
17 （木） 公務員ガイダンス

31 （木） 航空業界セミナー

11 1 （土） 学内 OG 訪問会

低学年対象

6 20 （金） 1 年
環境 ・ バイオサイエンス学科 1 年
生キャリアガイダンス

7

4 （金）
1 年 キャリアガイダンス①

2 年 進路ガイダンス

11 （金） 1 年
総合文化学科 1 年生キャリアガイ
ダンス

25 （金） 1 年
心理 ・ 行動科学科 1 年生キャリア
ガイダンス

12 12 （金）
1 年 キャリアガイダンス②

2 年 就職ガイダンス

１～３年生対象

6

25 （水）
27 （金）

就職活動体験報告会

30 （月）
朝日放送アナウンサーによる仕事研
究セミナー

7

2 （水）
4 （金）

10 （木） 
16 （水）
24 （木）

就職活動体験報告会

10

20 （月） 仕事発見セミナー （放送局 ： 報道）

21 （火） 仕事発見セミナー （生命保険）

27 （月） 仕事発見セミナー （銀行①）

30 （木） 仕事発見セミナー （ホテル）

11

4 （火） 仕事発見セミナー （病院）

5 （水）
6 （木）

就職活動体験報告会

10 （月） 仕事発見セミナー （飲料メーカー）

11 （火） 仕事発見セミナー （専門商社①）

13 （木） 仕事発見セミナー （化粧品）

17 （月）
18 （火） 
19 （水）
20 （木）

就職活動体験報告会

17 （月） 仕事発見セミナー （旅行業界）

18 （火） 仕事発見セミナー （アパレル）

20 （木） 仕事発見セミナー （信用金庫）

25 （火） 仕事発見セミナー （専門商社②）

27 （木） 仕事発見セミナー （ブライダル）

12

1 （月） 仕事発見セミナー （損害保険①）

2 （火） 仕事発見セミナー （銀行②）

4 （木）
5 （金）

就職活動体験報告会

4 年生対象

4 22 （火）、 30 （水） 模擬面接講座

5 14 （水）、 16 （金） 模擬面接講座

6
3 （火）、12 （木）、30 （月） 学内企業説明会

12 （木） 就活リカバリー講座

7 15（火）、22（火）、23（水） 学内企業説明会

9
17 （水） ホンキの就職

29 （月） 学内企業説明会

10
3 （金）、9 （木）、17 （金） 
21 （火）、 28 （火）

学内企業説明会

12 17 （水）
新社会人お役立ちセミ
ナー

2 5 （木） 学内企業説明会

その他

・ 秘書技能検定講座　2 級　準１級　
    春期 ・ 秋期　実施

・ 公務員受験対策講座　春期 ・ 夏期　集中講座実施

・ キャリアカウンセラーによる個別面談実施
 　（夏期休暇中を除く通年）

・ キャリアカウンセラーによる３年生対象自己 PR
   全員面談実施　１１～１２月

・ 証明写真学内撮影会実施 （12 月 2 ～ 5 日 )

12

4 （木） 仕事発見セミナー （証券）

8 （月）
仕事発見セミナー （セキュリティーサー
ビス）

11 （木） 仕事発見セミナー （医薬品）

16 （火） 仕事発見セミナー （グランドスタッフ）

18 （木） 仕事発見セミナー （銀行③）

1 19 （月） 仕事発見セミナー （損害保険②）

2
3 （火）

～ 27（金）
企業研究セミナー
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業種別に記載

企業名等 企業名等 企業名等

建設業 クラレトレーディング 東京海上日動火災保険

積水ハウス サンコーインダストリー 三井住友海上火災保険

製造業 三陽商会 兵庫六甲農業協同組合

アシックス 神明ホールディング SMBC センターサービス

伊藤園 住友商事マシネックス 不動産業

イトーキ ダイワボウ情報システム イオンモール

宇仁繊維 布亀 積和不動産関西

大阪シーリング印刷 阪急阪神百貨店 三井不動産リアルティ

サントリーホールディングス 阪和興業 宿泊業

住友電気工業 三井物産プラスチック 帝国ホテル

ダイキン工業 三菱商事パッケージング ミリアルリゾートホテルズ

大日本除虫菊 （KINCHO） MonotaRo 教育、 学習支援業

トプコン ヤナセ ABC Cooking Studio

ハイレックスコーポレーション 金融業、 保険業 医療、 福祉

日立製作所 みずほフィナンシャルグループ 愛仁会グループ

ファミリア 三井住友銀行 大阪府済生会吹田病院

ヤンマー 三菱東京 UFJ 銀行 宝塚第一病院

ローム りそなホールディングス 西宮渡辺病院

情報通信業 池田泉州銀行 淀川キリスト教病院

岩手めんこいテレビ 関西アーバン銀行 サービス業

建運輸業、 郵便業 但馬銀行 インテリジェンス

全日本空輸 みなと銀行 エイチアールワン

ANA 大阪空港 紀陽銀行 春日大社

ANA 中部空港 京都銀行 サントリーパブリシティサービス

ANA 成田エアポートサービス 福岡銀行 高見 （TAKAMI BRIDAL）

K スカイ 三井住友信託銀行 中央復建コンサルタンツ

JAL スカイ大阪 尼崎信用金庫 日本中央競馬会

大阪市交通局 大阪シティ信用金庫 阪急デザインシステムズ

上組 兵庫信用金庫 ベネフィット ・ ワン

ケイラインロジスティックス SMBC 日興証券 読売旅行

三菱倉庫 大和証券 公務

日本郵便 野村證券 厚生労働省

卸売業、 小売業 アフラック 大阪狭山市

AOKI ホールディングス 日本生命保険 神戸市

青山商事 住友生命保険 奈良県

アズワン 明治安田生命保険 北九州市

加藤産業 損害保険ジャパン日本興亜 兵庫県警察

学校名 人数 学校名 人数

文学部　英文学科 京都ノートルダム女子大学大学院心理学研究科 1

神戸女学院大学大学院文学研究科 3 関西大学大学院心理学研究科 （専門職大学院） 1

文学部　総合文化学科 延世大学大学院韓国学協同課程 1

京都外国語大学大学院外国語学研究科 1 神戸女学院大学大学院人間科学研究科 5

大阪芸術大学大学院芸術研究科 1 人間科学部　環境 ・ バイオサイエンス学科

甲南大学大学院人文科学研究科 1 京都大学大学院生命科学研究科 1

神戸女学院大学大学院文学研究科 2 立命館大学大学院政策科学研究科 1

音楽学部　音楽学科 大阪大学大学院生命機能研究科 1

桐朋学園大学院大学音楽研究科 1 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科 1

鹿児島大学大学院教育学研究科 1 奈良教育大学教職大学院教育学研究科 1

神戸女学院大学大学院音楽研究科 4 奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科 3

人間科学部　心理 ・ 行動科学科 鳴門教育大学大学院学校教育研究科 1

愛知淑徳大学大学院心理医療科学研究科 1 神戸女学院大学大学院人間科学研究科 3

主な就職先 ( ２０１４年度）

進学先 ( ２０１４年度）
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卒業生数 希望者数 決定者数
決定者／
希望者

進学者数
決定者／

( 卒業生ー進学者 )

英文 160 128 123 96.1% 8 80.9%

総合文化 220 182 159 87.4% 2 72.9%

音楽 51 19 16 84.2% 6 35.6%

心理 ・ 行動 99 79 72 91.1% 7 78.3%

環境 ・ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ 95 78 70 89.7% 7 79.5%

総計 625 486 440 90.5% 30 73.9%

英文 174 145 130 89.7% 4 76.5%

総合文化 222 191 170 89.0% 2 77.3%

音楽 48 25 20 80.0% 10 52.6%

心理 ・ 行動 90 68 63 92.6% 6 75.0%

環境 ・ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ 79 65 59 90.8% 7 81.9%

総計 613 494 442 89.5% 29 75.7%

英文 183 149 144 96.6% 5 80.9%

総合文化 224 187 179 95.7% 8 82.9%

音楽 48 23 23 100% 5 53.5%

心理 ・ 行動 96 72 69 95.8% 4 75.0%

環境 ・ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ 91 78 77 98.7% 5 89.5%

総計 642 509 492 96.7% 27 80.0%

英文 145 130 129 99.2% 3 90.8%

総合文化 198 177 174 98.3% 5 90.2%

音楽 50 26 22 84.6% 6 50.0%

心理 ・ 行動 103 90 88 97.8% 9 93.6%

環境 ・ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ 96 77 72 93.5% 12 85.7%

総計 592 500 485 97.0% 35 87.1%

英文 159 128 122 95.3% 10 81.9%

総合文化 223 188 181 96.3% 9 84.6%

音楽 52 17 15 88.2% 12 37.5%

心理 ・ 行動 95 71 67 94.4% 8 77.0%

環境 ・ ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ 83 71 67 94.4% 6 87.0%

総計 612 475 452 95.2% 45 79.7%

年度毎の就職決定状況

２０１０年度

２０１１年度

２０１２年度

２０１４年度

２０１３年度

●　神戸女学院中高部　　進学状況は非公表　

備考　　前期末卒業を含まない
　　　　就職者：正規の職員・従業員、自営業主等（音楽講師等、自営とみなした者を含む）
　　　　　　　　正規の職員ではない者（雇用期間が 1 年以上かつフルタイム勤務相当の者）
　　　　進学者：大学院進学者のみ ( 海外大学院含む）
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　資金収支計算書は、 学校法人における当年度の諸

活動に対応するすべての収入及び支出の内容並びに

当年度における現金 ・ 預金の収入及び支出のてん末

を明らかにすることを目的に作成している計算書類で

す。

　大科目レベルの資金収支計算書は、 表１のとおりと

なりました。 （本表では、 単位未満を切捨表示してい

るため、 内訳を加算したものと合計は一致しません）

　２０１４年度の本学院の資金収支計算書の概要につい

て補正後の予算と対比しながら以下に記載します。

　収入の部については、 大学において在籍数の多かっ

た学年の卒業等に伴い、 在校生数が減少し、 学生生

徒等納付金は前年度比 58 百万円の減となりました。

しかし、 私立大学等経常費補助金の一般補助におい

て教育研究経費等を基礎として算定される増減率がプ

ラスに作用するとともに、 特別補助では私立大学等改

革総合支援事業として新たに追加されたタイプ 4 「グ

ローバル化」 に採択されたことで、 経常費補助金は前

年度比 51 百万円の増となりました。 さらに、 前年度よ

り減少したものの、 文学部１号館エレベーター設置や

学内ＬＡＮ無線化のための施設整備費補助金等を確

保した結果、 補助金収入は全体で前年度比 26 百万

円の増となりました。 また、 遺贈による大口寄付金 （1

億 44 百万円） を受けたことにより寄付金収入も前年

度比 1 億 41 百万円増加し、 帰属収入は前年度比 14

百万円増の 52 億 46 百万円となりました。

　消費支出の部については、 前年に引き続き、 本年度

も定年退職者が多く人件費が高水準で推移したこと、

またヴァージニア ・ クラークソン記念館建設に伴う修

繕費の増加等から、 前年度比 1 億 34 百万円増の 49

億 22 百万円となりました。

　その結果、 帰属収支差額は 3 億 23 百万円の収入

超過 （前年度比 1 億 21 百万円減） となりましたが、

帰属収支差額比率については 6.2％と、 目標値である

8.8％には至りませんでした。

　一方、 文学部１号館改修工事に伴う建物支出 49

百万円や新社交館バリアフリー化整備工事に伴う構築

物支出 14 百万円などの設備投資費用に、 設備投資

にかかる借入金返済 （42 百万円） や、 奨学基金など

の基金への組入額 2 億 81 百万円を加え、 本年度は

4 億 3 百万円の基本金組入が必要となりました、 その

結果、 消費収支差額は、 80 百万円の消費支出超過

となりましたが、 ヴァージニア ・ クラークソン記念館新

築工事資金として 2 億 36 百万円の借入を実行したこ

とにより、 41 百万円の基本金取崩が発生し、 翌年度

繰越消費支出超過額は 10 億 16 百万円となりました。

2015 年度以降も、 大学入学金減額による減収や、 ト

イレ等の改修工事費用の負担増が見込まれることから

繰越消費支出超過が見込まれるため、 引き続き収支

均衡に向けた努力を進めてまいります。

　また、 資金収支についてみると、 収入の部は、 学生

生徒等納付金や入学金前受金の減を寄付金収入およ

び補助金収入の増加によってカバーし、 さらに、 ヴァー

ジニア ・ クラークソン記念館新築工事資金として長期

借入を実行した結果、 大幅な増収となりました。

　一方、 支出の部は、 前年度に比べ、 施設関係支出

は 1 億 39 百万円減少したものの、 コミュニケーション

センターや図書館新館開架書庫照明改修工事などに

より修繕費は 75 百万円増加し、 さらに、 遺贈による

大口寄付金を奨学基金に組み入れた結果、 資産運用

支出も前年度比 1 億 91 百万円増加し、 次年度繰越

支払資金は前年度比 42 百万円増の 26 億 59 百万円

に留まりました。

Ⅲ .　財務の概要

1　２０１４年度決算の概要

2　資金収支計算書

収入の部

【学生生徒等納付金収入】

　授業料や入学金などの学生生徒等納付金収入は、

ほぼ予算どおりの 40 億 93 百万円となりました。

【手数料収入】

　入学検定料などによる手数料収入は、 入試制度の

追加設定や広報活動の強化等を図った結果、 ほぼ予

算どおりの 94 百万円となりました。

【寄付金収入】

　本学院在校生の保護者、 同窓生、 企業や団体、 教

職員などからの寄付による寄付金収入は、 予算比 9
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【人件費支出】

　教職員の給与 ・ 賞与や退職金の支払いによる人件

費支出は、 ほぼ予算どおりの 30 億 93 百万円となりま

した。

【教育研究経費支出】

　教育研究のために支出した経費は、 予算比 32 百万

円の減となりました。 主として、 業務委託費支出の減

によるものです。

支出の部

百万円増の 2 億 10 百万円となりました。 なお、 資金

収支計算書には、 現預金の動きを伴わない現物寄付

金は含まれていません。

【補助金収入】

　国や地方公共団体等からの補助金収入は、 私立大

学等経常費補助金が見込みよりやや増え、 予算比 4

百万円増の 5 億 15 百万円となりました。

【資産運用収入】

　本年度より金銭信託による運用を開始した結果、 予

算をやや上回る 74 百万円の収入を確保しました。

【資産売却収入】

　資産売却収入は予算どおり、 車両買換に伴う下取り

価格の 5 万円となりました。

【事業収入】

　事業収入は、 ほぼ予算どおりの 87 百万円となりまし

た。 主な内訳は、 学生寮の寮費収入やＩＴ関係の公開

講座収入などによるものです。

【雑収入】

　雑収入は、 主に私学退職金財団からの交付金収入

によるものであり、 予算比 24 百万円増となりました。

【借入金等収入】

　本年度は、 ヴァージニア ・ クラークソン記念館新築

工事資金として、 日本私立学校振興 ･ 共済事業団より

2 億 36 百万円の新規借入を実行しました。

【前受金収入】

　２０１５年度の授業料や入学金などで構成される前受

金収入は、 入学生が予測人数より増加したため、 予

算比 23 百万円増の 7 億 10 百万円となりました。

【その他の収入】

　その他の収入は、 ほぼ予算通りの 2 億 72 百万円と

なりました。

【管理経費支出】

　管理経費は、 予算比 9 百万円減の 3 億 24 百万円

となりました。 主として、 広告宣伝費支出、 報酬費支

出が見込みを下回ったことによるものです。

【借入金等利息支出】

　借入金等利息支出の 3 百万円は、 日本私立学校振

興 ・ 共済事業団からの借入金の支払利息額です。

【借入金等返済支出】

　前記、 日本私立学校振興 ･ 共済事業団からの借入

金の約定返済分です。

【施設関係支出】

　建物や構築物などへの支出である施設関係支出は、

ほぼ予算どおりの 2 億 79 百万円となりました。内訳は、

ヴァージニア ･ クラークソン記念館新築工事、 コミュニ

ケーションセンター改修工事、 文学部１号館改修工事

などの建物支出 （2 億 48 百万円）、 新社交館バリア

フリー化整備工事などの構築物支出（30 百万円）です。

【設備関係支出】

　教育研究用機器備品や資産計上する図書などへの

支出で構成される設備関係支出は、 ほぼ予算どおり

の 1 億 39 百万円となりました。 主な内訳は、 中高部

の上記新築 ・ 改修工事に伴う備品整備や大学での無

線ネットワークシステム導入、 文学部１号館 21 教室の

机 ・ 椅子入替などの教育研究用機器備品支出 (1 億 4

百万円 )、 図書支出 (23 百万円 ) が該当します。

【資産運用支出】

　資産運用支出は、 3 億 31 百万円となりました。 主

な内訳は、 第３号基本金引当資産への積増し分 (2 億

81 百万円 ) です。
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（表１）資金収支計算書
(単位：百万円)

収入の部

本年度 本年度 前年度
予算 決算(A) 決算(B)

学生生徒等納付金収入 4,094 4,093 4,151 △ 58
大学院の人数は増加したものの、大学では在籍学生数の多かった学年の卒
業等に伴い在籍学生数が30名程度減少したこと等により、前年度比58百万円
の減となりました。

手数料収入 94 94 90 4
入学検定料などの手数料収入は、大学において入試制度を一部変更したこと
などにより志願者数がやや増加し、前年度比では微増しています。

寄付金収入 200 210 70 140
本年度は、卒業生からの遺贈として、1億44百万円の大口寄付を受けたことに
より、前年度比1億40百万円の増となりました。なお、寄付の大半は、教育振
興会を通じての寄付です。

補助金収入 511 515 489 26
前年度より施設整備費補助金等が減少した一方、大学の経常費補助金にお
いて増減率の改善による一般補助金増（41百万円）、改革総合支援事業の採
択による特別補助金増（10百万円）等により増加しています。

資産運用収入 67 74 59 15
本年度より、金銭信託による運用を開始した結果、奨学基金運用収入、受取
利息・配当金収入の合計額は13百万円増加しています。

資産売却収入 0 0 47 △ 47
前年度は、有価証券売却収入を計上していましたが、今年度は車両売却時の
下取り価格が計上されているのみです。

事業収入 87 87 91 △ 4
学生寮の運営や公開講座の開講に伴う収入、受託事業収入が計上されてお
り、ESDプログラム終了に伴うKCISH（留学生寮）収入の減などにより、前年度
比では微減となりました。

雑収入 145 169 248 △ 79
長期勤続の定年退職者が多かった前年度よりも退職者が減少したこと等によ
り、私学退職金財団交付金収入は前年度比88百万円の減となりました。

借入金等収入 236 236 -           236
日本私立学校振興・共済事業団より、ヴァージニア・クラークソン記念館の新
築資金として新たに借入を実行しました。

前受金収入 687 710 821 △ 111
翌年度の授業料や入学金などの前受金収入は、大学入学金を40万円から20
万円に減額したことにより、入学金前受金収入が1億31百万円減少し、前受金
収入は1億11百万円の減収となっています。

その他の収入 272 272 251 21
本年度は退職給与引当特定資産からの繰入収入（前年度16百万円）を計上し
ていませんが、退職金財団をはじめとする前期末未収入金収入が37百万円
増加したため、全体としては前年度比21百万円の増となりました。

資金収入調整勘定 △ 946 △ 968 △ 1,044 76
前期末前受金はほぼ前年度並みですが、退職金財団をはじめとする期末未
収入金が定年退職者の減少等により前年度実績比82百万円減少したため、
マイナス調整額が76百万円減少しています。

前年度繰越支払資金 2,617 2,617 2,567 50

収入の部合計 8,067 8,112 7,844 268

支出の部

本年度 本年度 前年度
予算 決算(A) 決算(B)

人件費支出 3,080 3,093 3,107 △ 14
ほぼ、前年度並みの支出となりました。

教育研究経費支出 1,161 1,128 1,051 77
本年度は、コミュニケーションセンターや図書館新館開架書庫照明改修工事
などの修繕費の増加（75百万円増）や、消耗図書費の増加（10百万円増）など
により、全体では77百万円の増加となっています。

管理経費支出 334 324 301 23
前年度に引き続き、受験者数確保の強化を図るため、広告宣伝費を増やした
（11百万円増）ことなどによります。

借入金等利息支出 3 3 4 △ 1
借入金の約定返済に伴う減少です。

借入金等返済支出 102 102 102 0
日本私立学校振興・共済事業団への約定返済分であり、前年度から変動はあ
りません。

施設関係支出 280 279 418 △ 139
前年度は、ヴァージニア・クラークソン記念館新築工事にかかる建設仮勘定支出2億
65百万円を計上していましたが、本年度は当工事費用に加え、文学１号館改修工事
やコミュニケーションセンター改修工事の費用等を計上しています。

設備関係支出 138 139 129 10
本年度は、LA1-21の机・椅子入替（12百万円）や無線ネットワークシステム（11百万
円）などの教育研究用機器備品支出(1億4百万円)、図書支出(23百万円)、その他の
ソフトウェア支出(8百万円)等を計上しています。

資産運用支出 303 331 140 191
本年度の主な内訳は、第3号基本金引当資産支出(2億81百万円)であり、遺贈によ
る新たな奨学基金設定等に伴う第3号基本金組入額が増加（1億55百万円増）したこ
とにより、大幅に増加しています。

その他の支出 193 197 130 67
設備関係未払金の減等に伴う前期末未払金支払支出の増（71百万円増）の
影響により、前年度比では67百万円増加しています。

資金支出調整勘定 △ 128 △ 146 △ 157 11
期末未払金の減(14百万円)および前期末前払金の増（3百万円）によるもの
です。

次年度繰越支払資金 2,600 2,659 2,617 42
以上の要因により、本年度末の現金と預金の残高は、前年度比42百万円の
増となりました。

支出の部合計 8,067 8,112 7,844 268

対前年度比増減要因科　　　目

対前年度比増減要因科　　　目

(Ａ)－(Ｂ)

(Ａ)－(Ｂ)
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　消費収支計算書は、 学校法人における今年度の消

費収入 （学校法人の負債とならない収入である帰属収

入から基本金に組入れる額を控除して計算するもの）、

消費支出 （当該年度において消費する資産の取得価

額及び用役の対価に基づいて計算するもの） の内容

及び均衡状態を明らかにすることを目的に作成してい

る計算書類です。 学校法人は営利法人ではないため、

基本金組入れを行った後の消費収入と消費支出が長

期的にほぼ同額でつり合うことが望ましいとされていま

す。

　大科目レベルの消費収支計算書は、 表２のとおりで

す。 （本表では、 単位未満を切捨表示しているため、

内訳を加算したものと合計は一致しません）

　２０１４年度の本学院の消費収支計算書の概要につい

て以下に記載します。

【帰属収入合計】

　学生生徒等納付金、 手数料、 寄付金、 補助金、 資

産運用収入、 事業収入、 雑収入については、 寄付金

に現物寄付 （1 百万円） が含まれることを除き、 ほぼ

資金収支計算書の収入の部と同様の内容です。 なお、

資産売却差額については、 車両の下取りによる売却

益を計上しているのみです。

　これにより帰属収入の合計は、 予算比 44 百万円増

の 52 億 46 百万円となりました。

【基本金組入額】

　第１号基本金 （学校法人が保有する固定資産のう

ち、教育の充実向上の用に供されるものを組み入れる）

へ 1 億 22 百万円を組入れました。 主な内訳としては、

文学部１号館改修工事による建物の増加 （49 百万円）

や新社交館バリアフリー化整備工事による構築物の増

加（14 百万円）などの固定資産取得によるもののほか、

借入金返済分 42 百万円も組入れています。

　また、 第３号基本金 （奨学金などの教育研究活動に

基金の運用果実をもって運営するために組み入れる）

へ 2 億 81 百万円を組入れました。 このうち、 1 億 44

百万円は、 遺贈による新たな奨学基金設置に伴う組

入れです。

【消費収入の部】

　上記により消費収入の部合計は、 予算比１億 2 百万

【消費支出の部】

　人件費は、 資金収支計算書の人件費支出から退職

金支出 (2 億 14 百万円 ) を控除し、 退職給与引当金

繰入額 (2 億 43 百万円 ) を加算しています。

　教育研究経費と管理経費は、 資金収支計算書の各

経費支出に減価償却額 （計 3 億 18 百万円） を加算

していることが大きな違いです。 そのほかは、 ほぼ資

金収支計算書と同様であり、 結果、 消費支出の部は、

ほぼ予算どおりの 49 億 22 百万円となりました。

　なお、 本年度はヴァージニア ・ クラークソン記念館

新築工事資金として 2 億 36 百万円の借入を実行した

ことにより、 基本金を 41 百万円取り崩しています。

3　消費収支計算書

消費収入の部

消費支出の部

円増の 48 億 42 百万円となりました。
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（表２）消費収支計算書
（単位：百万円）

消費収入の部

本年度 本年度 前年度
予算 決算(A) 決算(B)

学生生徒等納付金 4,094 4,093 4,151 △ 58

手数料 94 94 90 4

寄付金 201 211 70 141
資金収支計算書計上額に加え、図書等の現物寄付金1百万円を計上していま
す。

補助金 511 515 489 26

資産運用収入 67 74 59 15

資産売却差額 0 0 26 △ 26
前年度は、保有債券の売却により、有価証券売却差額26百万円を計上しまし
たが、本年度は車両下取りによる売却益が計上されているのみです。

事業収入 87 87 91 △ 4 資金収支計算書と同様です。

雑収入 145 169 252 △ 83 資金収支計算書とほぼ同様です。

帰属収入合計 5,201 5,246 5,232 14
以上の要因により、前年度比14百万円の増となりました。

基本金組入額合計 △ 462 △ 403 △ 535 132
今年度の主な組入内容は、文学部１号館改修工事による建物増加（49百万
円）に伴う組入、借入金返済に伴う組入(42百万円)、第3号基本金組入(2億81
百万円)などです。

消費収入の部合計 4,739 4,842 4,697 145
消費収入の部合計は、前年度比1億45百万円増となりました。

消費支出の部

本年度 本年度 前年度
予算 決算(A) 決算(B)

人件費 3,095 3,122 3,093 29
資金収支計算書から退職金支出を控除し、退職給与引当金繰入額を加算して
います。

教育研究経費 1,448 1,428 1,341 87
資金収支計算書に減価償却費（2億87百万円）を加算しています。増加要因
は、資金収支計算書と同様です。

管理経費 366 355 333 22
資金収支計算書に減価償却費（31百万円）を加算しています。増加要因は、
資金収支計算書と同様です。

借入金等利息 3 3 4 △ 1
資金収支計算書と同様です。

資産処分差額 12 11 15 △ 4
各種改修工事等に伴い発生する固定資産処分差額は、前年度実績比3百万
円減の11百万円となりました。なお、本年度は有価証券処分差額を計上して
いません。

徴収不能引当金繰入額 － 0 0 0
貸与奨学金にかかる徴収不能見込額を計上しています。

消費支出の部合計 4,924 4,922 4,788 134
消費支出の部合計は、前年度比1億34百万円の増となりました。

当年度消費収入
　　　　　　（△支出）超過額

△ 184 △ 80 △ 91 11
以上の要因により、本年度の消費支出超過額は、前年度並みとなりました。

前年度繰越消費収入
　　　　　　（△支出）超過額

△ 977 △ 977 △ 886 △ 91

基本金取崩額 － 41 － 41
本年度は、学校法人、高等学部、中学部において第1号基本金取崩となりまし
た。ヴァージニア・クラークソン記念館新築工事のための資金として、本年度
に2億36百万円を借り入れ、同額未組入となったことが主な要因です。

翌年度繰越消費収入
　　　　　　（△支出）超過額

△ 1,162 △ 1,016 △ 977 △ 39
以上の要因により、消費収支差額の部は、前年度より支出超過額が39百万円
増加し、10億16百万円の繰越消費支出超過となりました。

帰属収支差額 277 323 444 △ 121

帰属収入合計から消費支出の部合計を差し引いたもので、学校の施設設備
等の取得財源や借入金の返済財源となります。（企業会計上の当期利益金に
ほぼ相当するものです。）

資金収支計算書と同様です。

(Ａ)－(Ｂ)

(Ａ)－(Ｂ)

科　　　目

科　　　目

対前年度比増減要因

対前年度比増減要因

資金収支計算書と同様です。
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2013～2017年度 目標消費収支の概要
（単位：百万円）

雑収入 150

事業収入 100

資産運用収入 100補助金 490寄付金 80

手数料 100

学生生徒等納付金
4,120

資産処分差額 12

借入金等利息 2

管理経費 328

教育研究経費
1,418

人件費
2,930

収入の部 支出の部＋基本金組入額

当年度消費収入超過額
50

帰属収支差額
450

学生生徒等納付金比率
80.2%

寄付金比率 1.6% 補助金比率 9.6%

人件費比率
57.0%

教育研究経費比率
27.6%

管理経費比率 6.4%

帰属収支差額比率
8.8%

基本金組入額 400
基本金組入率 7.8%

5,140≫

4,690≫

0

1,000

2,000

3,000

4,000
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2014（平成26）年度消費収支の概要
（単位：百万円）

雑収入 169
事業収入 87

資産運用収入 74
補助金 515寄付金 211

手数料 94

学生生徒等納付金
4,093

資産処分差額 11

借入金等利息 3

管理経費 355

教育研究経費
1,428

人件費
3,122

収入の部 支出の部＋基本金組入額

当年度消費支出超過額
80

帰属収支差額
323

学生生徒等納付金比率
78.0%

寄付金比率 4.0% 補助金比率 9.8%

人件費比率
59.5%

教育研究経費比率
27.2%

管理経費比率 6.8%

帰属収支差額比率
6.2%

基本金組入額 403
基本金組入率 7.7%

5,326≫
5,246≫

4,922≫

（図１）

徴収不能引当金繰入額 0

資産売却差額 0
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（表３）消費収支内訳表(2014（平成26）年度)
（単位：百万円） （単位：百万円）

消費収入の部 消費支出の部
神戸女学院 神戸女学院 神戸女学院 神戸女学院 神戸女学院 神戸女学院

大　学 高等学部 中学部 大　学 高等学部 中学部

学生生徒等納付金 － 3,466 289 338 人件費 60 2,476 287 296

手数料 － 89 0 5 教育研究経費 － 1,131 149 147

寄付金 － 196 7 7 管理経費 6 310 18 20

補助金 － 285 116 112 借入金等利息 － 2 0 0

資産運用収入 － 56 8 8 資産処分差額 0 4 3 3

資産売却差額 － 0 0 0 徴収不能引当金繰入額 － 0 － －

事業収入 － 87 － － 消費支出の部合計 67 3,926 459 468

雑収入 23 124 8 13

帰属収入合計 23 4,306 430 485

基本金組入額合計 － △ 367 △ 18 △ 18 帰属収支差額 △ 44 380 △ 29 17

消費収入の部合計 23 3,939 412 467 消費収支差額 △ 44 12 △ 47 △ 0

注）学校法人部門は、昭和55年11月4日付文管企第250号「資金収支内訳表等の部門
別計上及び配分について（通知）」により、限定列挙された範囲の取引を計上していま
す。（いわゆる法人本部業務に係る取引よりも限定された範囲の取引を計上することと
なります。例えば、理事会や役員等の庶務に関することなどが該当します。）

　　　　　　　　部　門
　科　目

学校法人
　　　　　　　　部　門
　科　目

学校法人

2014（平成26）年度決算の概要
(単位：百万円)

資金収支計算書
2014年4月1日～2015年3月31日

貸借対照表
2014年3月31日

消費収支計算書
2014年4月1日～2015年3月31日

2015年3月31日

帰属収支差額＝純資産増加額 323

＝帰属収入－消費支出

5,246 － 4,922
支出計
8,112

収入計
8,112

期首資金

2,617

期末資金

2,659

資金支出

5,452

資金収入

5,495

資 産

18,092

負 債 2,881

現金預金

2,617

基本金

16,188

△977

繰越消費収支差額

純資産

15,210

現金預金

2,659 △1,016

繰越消費収支差額

純資産

15,534

消費支出

4,922

消費収入

4,842

基本金組入額
403

資 産

18,443

負 債 2,909

基本金

16,550

帰属収支差額
(純資産増加額)

323

帰属収入

5,246

①資金収支計算書：学校法人のその年度の教育研究活動やこれに付随する活動に対応するすべての収入と支出の内容を明らかにし、
現金預金の１年間（4月1日～3月31日）の動きを表すものです。

②消費収支計算書：学校法人の１年間（4月1日～3月31日）の収支状況を表すものです。
帰属収入と消費支出の内容を明らかにし、また消費支出が消費収入により賄われているかを表します。

③貸 借 対 照 表：年度末における学校法人の資産、負債の内容、純資産（資産－負債）の額を明らかにするものです。
また、基本金（維持すべき金額）に対する純資産の過不足状態を消費収支差額として表します。

「基本金」：取得した施設設備（第１号）＋施設設備の将来取得に向けた先行組入れ（第２号）＋各種基金（第３号）＋運転資金（第４号）
⇒帰属収入のうち、学校法人がその諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に保持するために維持すべき額として決定した金額

（図２）

注：単位未満を切捨表示しているため、内訳等を加算したものと合計等は一致しません。
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　貸借対照表は、 会計年度末 （２０１５年３月３１日）

における学校法人の財政状態を明らかにするために

作成します。 ２０１４年度の本学院の貸借対照表 （大

4　貸借対照表

科目レベル） の概要は表４のとおりです。 （本表では、

単位未満を切捨表示しているため、 内訳を加算したも

のと合計は一致しません）

（表４）貸借対照表
（単位：百万円）

資産の部

本年度末 前年度末
(A) (B)

固定資産 15,627 15,235 392

有形固定資産 8,905 8,822 83

土地 1,323 1,323 0

建物 4,556 4,268 288
ヴァージニア・クラークソン記念館新築工事やコミュニケーションセ
ンター改修工事、文学部１号館改修工事等による増加です。

構築物 556 532 24
ヴァージニア・クラークソン記念館新築工事、新社交館バリアフリー
化整備工事等による増加です。

教育研究用機器備品 463 441 22
中高部の新築・改修工事に伴う機器備品の導入、大学での無線ネットワークシ
ステム導入、LA1-21の机・椅子入替等による増加です。

その他の機器備品 20 23 △ 3

図書 1,984 1,961 23
図書の購入等による増加です。

車両 0 0 0

建設仮勘定 -            271 △ 271
ヴァージニア・クラークソン記念館完成により本勘定に振り替えまし
た。

その他の固定資産 6,721 6,413 308

教育研究用ソフトウェア 28 38 △ 10
減価償却に伴う減少です。

その他のソフトウェア 21 17 4

電話加入権 3 3 0

有価証券 406 406 0
政府関係機関債を保有しています。

差入保証金 3 3 △ 0

出資金 20 19 1

貸与奨学金 260 277 △ 17
返還額が貸与額を上回ったことによる減少です。

退職給与引当特定資産 1,484 1,456 28
将来の退職金の支払を想定した特定資産です。一部の事業債や金
銭信託、銀行預金等で運用しています。

減価償却引当特定資産 3,136 3,136 0
減価償却対象資産の将来の更新を目的とした特定資産です。地方
債や一部の事業債、金銭信託、銀行預金等で運用しています。

岡田山建築保存引当特定資産 103 81 22
岡田山キャンパスの創建建築保存のための費用に充てることを目
的とした特定資産です。内容は銀行預金です。

第３号基本金引当資産 1,251 970 281
第3号基本金に係る資産であり、基本金組入額の増加によるもので
す。地方債や金銭信託、銀行預金で運用しています。

その他 0 0 0

流動資産 2,816 2,857 △ 41

現金預金 2,642 2,599 43
現預金は、前年度比43百万円増の26億42百万円となりました。

修学旅行費預り資産 16 17 △ 1
現預金のうち、中高部の修学旅行等費用の預り金に対応する額を
区分して表示しています。

未収入金 146 229 △ 83
補助金や私学退職金財団からの交付金収入が主な内容です。

前払金 9 10 △ 1

資産の部合計 18,443 18,092 351
以上により、資産の部合計は、前年度比3億51百万円の増となりま
した。

増減要因等科　　　目 (Ａ)－(Ｂ)
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（単位：百万円）

負債の部

本年度末 前年度末
(A) (B)

固定負債 1,856 1,706 150

長期借入金 366 246 120
全て日本私立学校振興・共済事業団からの借入金であり、新規借入（2億36百
万円）と短期借入金への振替（1億15百万円）によるものです。

退職給与引当金 1,484 1,456 28
期末要支給額がやや増加したうえ、退職金財団に対する掛金と交
付金のバランスが引当増の方向に影響したことによる増加です。

長期未払金 5 4 1
割賦購入の増加によるものです。

流動負債 1,052 1,175 △ 123

短期借入金 115 102 13
借入金のうち、１年以内に返済予定のものです。

未払金 137 156 △ 19
前年度に比べ、設備関連等の未払金が減少したことによるもので
す。

前受金 710 821 △ 111
主に、翌年度の授業料や入学金などの前受金を計上しており、大学
入学金を40万円から20万円に減額したことによる減少です。

預り金 73 77 △ 4

修学旅行費預り金 16 17 △ 1
預り金のうち、中高部の修学旅行等費用分を区分して表示していま
す。

負債の部合計 2,909 2,881 28

基本金の部

本年度末 前年度末
(A) (B)

第１号基本金 14,925 14,844 81
本年度の増加額は、学校法人が保有する固定資産のうち、新たに取得した基
本財産を基本金として組入れた金額の合計です。本年度は新築資金借入に
よる未組入が発生し、基本金は81百万円の増加に留まっています。

第３号基本金 1,251 970 281
奨学基金等に組入れた金額の合計であり、遺贈による新たな奨学基金の設定
等により増加しています。

第４号基本金 373 373 0
運営に必要な運転資金として恒常的に保持すべきとされる金額であり、教職
員人件費支出、教育研究経費・管理経費支出及び借入金利息支出の１ヶ月分
です。増減はありません。

基本金の部合計 16,550 16,188 362

消費収支差額の部

本年度末 前年度末
(A) (B)

翌年度繰越消費収入（△支出）超過額 △ 1,016 △ 977 △ 39
消費収支差額の部は、支出超過が前年度より39百万円拡大し、10
億16百万円の繰越消費支出超過となりました。

消費収支差額の部合計 △ 1,016 △ 977 △ 39

負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計

本年度末 前年度末
(A) (B)

18,443 18,092 351

増減要因等

増減要因等

増減要因等

負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計

科　　　目

(Ａ)－(Ｂ)

(Ａ)－(Ｂ) 増減要因等科　　　目

科　　　目

科　　　目 (Ａ)－(Ｂ)

(Ａ)－(Ｂ)
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　過去１０年間の消費収支計算書、 貸借対照表の概要

及び財務諸比率の推移は表５のとおりです。 （本表で

は、 消費収支計算書、 貸借対照表は、 単位未満を切

5　財務データの推移

捨表示しているため、 内訳を加算したものと合計は一

致しません。 また、 財務諸比率は単位未満を四捨五

入して表示しています）
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ミュニケーション ･ リーダー養成」

　東京音楽大学、 昭和音楽大学と連携した共通講座の開

講、 地方公共ホールとの連携プロジェクト、 またザルツブ

ルグ音楽院のウェブ ・ レッスン等を実施します。

c) 音楽学部 「舞踊年度公演」 「舞踊卒業公演」

　音楽学科舞踊専攻学生の年度学習の成果発表としての

「舞踊年度公演」、 ４年間の習得の総まとめとしての 「舞

踊卒業公演」 を実施します。

教育・研究

　神戸女学院は創立以来、 キリスト教信仰と国際理解

の精神を教育の根幹に、 リベラルアーツ＆サイエンス

教育を実践し女子教育における先駆的な役割を果たし

てきました。 社会における女性の活躍に一層の期待が

高まる中、 本学院には教育理念を堅持しつつ改革を

押し進め、 女子教育の使命を高めて行くことが強く求

められています。 ２０１５年度もリベラルアーツ＆サイエ

ンス教育の充実、 学習支援環境の整備等を取り組み

の柱として教育改革の実現に資する事業計画を推進し

ます。

　収入面では２０１５年度から募集力強化を目的として、

大学入学金を 20 万円 （現行 40 万円） に減額したう

え、 音楽学部を除いて新入生の授業料を年額 5.5 万

円増額改定します。 この学費改定他により、 翌年度

の学生生徒等納付金収入は前年度当初予算比で 1 億

61 百万円減の 39 億 64 百万円となり、 事業活動収入

〔旧 ： 帰属収入〕 では 97 百万円減の 48 億 86 百万

円となる見込みです。 しかし、 新たな授業料が全学年

に適用される２０１８年度に、 学生生徒等納付金収入

は学費改定前の水準まで回復する見通しです。 国の

財政状況等による補助金の固定化また超低金利下で

の資産運用等厳しい背景がありますが、 引き続き収入

源の複線化に努めて行きます。

　支出面では、 文学部２号館 45 教室の整備、 理学館

や岡田山ロッジほか複数建物のトイレ改修、 さらに第２

体育館の空調設備工事など施設関係整備に予算措置

を行い、 学生、 生徒の学習、 生活環境の利便性向上

を図ります。 また恒常的に大きな予算を要する学生募

集や情報環境整備については、 特に投資効果を検証

a) 共通英語教育研究センターレポートの発行

　新カリキュラムの狙い、 教育方法など共通英語教育研

究センターの新しい取組みや所属教員の研究活動をまと

め、 高校の英語科教員、 全国の大学の共通英語担当部

署へ配布し、 本学における共通英語教育改革の取組み

について発信していきます。

b) 音楽学部 「音大連携による教育イノベーション　音楽コ

1　今後の運営方針及び２０１５年度予算編成について

2　２０１５年度事業計画

Ⅳ .　事業計画

しながら計画的に措置して行きます。 昨年重要文化財

に指定されたヴォーリズ設計の校舎群の保存維持をは

じめ、 今後のキャンパス構想については 10 年後の創

立 150 周年を視野に入れ中長期整備計画の立案に着

手します。 人件費、 教育研究経費、 管理経費、 施設・

設備費を柱とする翌年度の事業活動支出 〔旧 ： 消費

支出〕 は合計で 48 億 71 百万円となる見込みです。

結果２０１５年度の単年度収支に相当する基本金組入

前当年度収支差額 〔旧 ： 帰属収支差額〕 は僅少の

14 百万円に留まり、 基本金組入後の翌年度繰越収支

差額 〔旧 ： 翌年度繰越消費支出超過額〕 は 14 億 99

百万円に拡大する見込みです。 以上のように厳しい収

支状況が続きますが、 競争力の維持、 向上は欠くこと

ができず、 今後とも教育、 研究、 学習支援、 学生 ・

生徒募集、 管理運営等の多岐に亘る事業計画に的確

に予算措置し、 併せて予算執行規律の健全化を強め

て行きます。

　なお、 今般約 40 年ぶりに学校法人会計基準が改正

され、 ２０１５年度予算から新基準が適用されます。 学

校法人会計固有の 「基本金」 等、 根本的な体系に変

更はありませんが、 学校法人の財務基盤等について

ステークホルダーの理解を促すことを目的とした改正

です。 従来の資金収支計算書に加えて 「活動区分資

金収支計算書」 を新設、 また 「消費収支計算書」 が

「事業活動収支計算書」 に変更されました。 資金の流

れを 「教育」 「施設設備」 「財務」 の活動別に区分し、

また事業活動の収支源泉を 「教育」 と 「教育外」、 あ

るいは 「経常」 と 「特別」 に峻別し、 より的確な経営

判断へ導くための体系となっています。
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a) 企画評価室 「大学基準協会認証評価受審」

　前回は、 ２００８年度に ( 財） 大学基準協会による大

学評価ならびに認証評価を受けた （有効期間 ： ２００９

年４月～２０１６年３月） ため、 ２０１５年度に評価を受

ける段取りで準備を進めています。

b) 「神戸女学院大学第６回絵本翻訳コンクール」 の実

施

　全国の高校生を対象とした 「絵本翻訳コンクール」

を実施します。

a) 建物等の改修

　2015 年度は、 ミリアム館の風呂場改修や岡田山ロッ

ジ、 文学部２号館、 理学館、 第２体育館のトイレ改修な

ど、 水回りの改修工事に注力します。

また、 ３ヶ年計画で学生寮個室家具の更新を予定して

おり、 ２０１５年度はチェストの取替を行います。 その他、

図書館新館エレベーターの更新、 第２体育館や文学部

２号館の空調設備改修等を行います。

その他の事業

施設・設備

b) 教室 ・ ＡＶ設備等の整備

　大学において、 文学部２号館 45 教室の机 ・ 椅子入替

を予定しています。 また、 ２０１４年度に引き続き、 学内

LAN 環境の無線化を促進していきます。 さらに、 ２０１６

年度に予定している教育 ・ ネットワークシステムのリプ

レースに向けて、 情報収集や要求仕様作成などの分析

支援を受け、 準備を進めます。 その他、 音楽館ホール

ピアノのオーバーホールや、 前年度に引き続き、 デフォ

レスト記念館小教室の映像設備更新等を行い、 教育研

究活動の向上を図ります。

　中高部では図書館システムや校内放送の基本設備の

リニューアル等を行います。

c) 安全対策

　重要文化財の指定を受けて、 ケンウッド館、 汽罐室、

茶室に自動火災報知器を設置するとともに、 ケンウッド

館、 汽罐室、 理学館から体育館の渡り廊下他木造建築

物の耐震性能を明確にする必要があるため、 現時点で

の耐震診断を実施します。

d) 管理体制の強化

　セキュリティレベルの向上を図るため、 鍵管理システ

ムを導入します。 また、 学院の資産をより適切に管理

するため、 ファシリティマネジメントシステムを導入しま

す。

d) 人間科学部「プライベートブランド（アミノ酸入りゼリー）」

の商品化

　人間科学部高岡教授の共同研究成果として 「アミノ酸

入りゼリー」 を神戸女学院ブランドとして開発し、 当該商

品の販売を通じて研究成果を対外的に発信していくこと

で、 研究支援と本学アピールという相乗効果を得られるよ

う取り組みます。

e) 全学部 「早期離職抑制のためのキャリア支援」

　OG やキャリアカウンセラーを活用して学内 OG 訪問会を

開催し、 学生への情報提供を充実させることで、 よりきめ

細やかな就職支援体制を整備します。 また、 外部のキャ

リアカウンセラーを活用し、 個別面談や ES 添削の充実を

図ります。

f) 全学部 「就職率向上のための就職支援」 「フロントラン

ナー育成のための特別講座」

　全就職希望者を対象とした面談の実施や、 就職支援講

座 （筆記試験対策講座、 SPI 模擬試験や対策講座、 GD

実践講座等） の開講により、 就職支援体制の強化を図り

ます。 さらに、意識の高い学生向けの就職支援講座 （KC

キャリア塾、 企業 ・ 業界研究ワークショップ、 KC エアライ

ンスクール等） を開講し、 就職状況の向上を目指します。
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　２０１５年度の資金収支予算書は表６、 事業活動収

支予算書は表７のとおりです。 （本表では、 単位未満

を切捨表示しているため、 内訳を加算したものと合計

3　２０１５年度予算書

は一致しません。）　なお、 ２０１４年度の数値は新基準

ベースに組み替えて表示しています。

（表６）資金収支予算書
（単位：百万円）

収入の部

2014年度 2014年度 2015年度
予算 決算(A) 予算(B)

学生生徒等納付金収入 4,094 4,093 3,964 △ 129
2015年度入試による入学者数を中学部140人、大学630名と見込み、大学で
の入学金減額（40万円から20万円）および音楽学部を除く新入生の授業料増
額（年額5.5万円増）の影響を加味しています。

手数料収入 94 94 94 0
Webの有効活用や成績上位受験生を対象とした広報活動の強化などにより安
定した入学者確保に努めますが、厳しい募集環境が続くことが予想されます
ので、前年度並みとしています。

寄付金収入 200 210 59 △ 151
寄付金収入は、主として教育振興会を通じての一般寄付の見込額を計上して
います。2014年度は大口寄付金を受けたため、特殊要因を除外して2015年
度の予算を見込みました。

補助金収入 511 515 491 △ 24
経常費補助金はほぼ前年度予算並みの収入を見込んでいますが、2015年度
は施設設備補助金が減少する見込みであり、前年度実績比24百万円減の4
億91百万円の予算を見込んでいます。

資産売却収入 0 0 － △ 0
2014年度は車両の下取り費用を計上していましたが、2015年度は資産売却
の予定はありません。

付随事業・収益事業収入 87 87 56 △ 31
2015年度は、学生寮の個室家具更新や修繕計画により補助活動事業収入が
減少する見込みであるため、全体として31百万円減の56百万円を予算として
見込んでいます。

受取利息・配当金収入 61 67 72 5
2014年度に開始した金銭信託の運用収入が通年分計上されるようになること
から、前年度よりも増収となる見込みです。

雑収入 151 175 147 △ 28
主として定年退職予定者の退職金財団交付金を計上しており、当該収入が
2014年度より微減する見込みであるため、雑収入全体でみると、前年度実績
比28百万円減の1億47百万円となる見込みです。

借入金等収入 236 236 － △ 236
2014年度はヴァージニア・クラークソン記念館新築資金の借入分を計上して
いましたが、2015年度は新規借入の予定はありません。

前受金収入 687 710 687 △ 23
2016年度入学者数も、例年同様、中学部140名、大学630名として予算化して
いますが、募集環境は依然厳しいと見込まれることから、前年度予算と同額を
見込んでいます。

その他の収入 272 272 167 △ 105
主な内訳は、前期末未収入金収入と貸与奨学金回収収入であり、前期末未収
入金に計上していた退職金財団交付金収入が退職者減により減少したため、
前年度比では１億5百万円の減となる見込みです。

資金収入調整勘定 △ 946 △ 968 △ 801 167
期末未収入金と前期末前受金で構成されており、主に、大学入学金減額によ
る前期末前受金の減少により、調整額が1億67百万円減少する見込みです。

前年度繰越支払資金 2,617 2,617 2,600 △ 17

収入の部合計 8,067 8,112 7,538 △ 574

支出の部

2014年度 2014年度 2015年度
予算 決算(A) 予算(B)

人件費支出 3,080 3,093 3,010 △ 83
2015年度の退職金支出は定年退職者のみで計算しており、定年退職者の減
少により、人件費支出も減少する見込みです

教育研究経費支出 1,161 1,128 1,152 24
経常的な教育研究経費に加え、システム環境や授業・教育環境の改善を図る
ための設備投資にかかる費用についても追加で見込んでいます。

管理経費支出 334 324 346 22
2015年度も引き続き入試広報の強化を図るため、募集関連経費の増加を見
込んでいます。また、管理体制の強化を図るための整備費用も含まれていま
す。

借入金等利息支出 3 3 2 △ 1
借入金の約定返済に伴い、支出減を見込んでいます。なお、2014年度新規借
入分については無利息期間のため利息は発生していません。

借入金等返済支出 102 102 115 13
約定返済分を予算として見込んでいます。増加分は2014年度新規借入分の
約定返済額です。

施設関係支出 280 279 115 △ 164
ミリアム館の風呂場改修や岡田山ロッジ、文学部２号館、理学館、第２体育館
のトイレ改修、図書館新館エレベーターの更新、第２体育館や文学部２号館の
空調設備改修等を予定しています。

設備関係支出 138 139 115 △ 24
大学では、文学部２号館45室の机・椅子入替や学内LAN環境の無線化促進、
中高部では図書管理システムのリニューアル等、管理部門では人事システム
更新やFMシステム導入等を計画しています。

資産運用支出 303 331 143 △ 188
2011年度より奨学金の充実を目的として第3号基本金に毎年1億円ずつ積み
増しています。2014年度は新たな奨学基金設定に伴う第3号基本金への追加
組入がありましたが、2015年度は例年並みとなる予定です。

その他の支出 193 197 169 △ 28
設備関係未払金の減少による前期末未払金の減少を見込んだこと等により、
前年度実績比28百万円減の予算としています。

資金支出調整勘定 △ 128 △ 146 △ 110 36
2014年度期末の未払金について、設備未払金を計上しない前提で予算を見
込んだ結果、前年度実績比36百万円減の予算となりました。

翌年度繰越支払資金 2,600 2,659 2,479 △ 180

支出の部合計 8,067 8,112 7,538 △ 574

2015年度当初予算の内容

2015年度当初予算の内容

科　　　目

科　　　目

(B)－(A)

(B)－(A)



神戸女学院　２０１４事業報告書

58

（表７）事業活動収支予算書
（単位：百万円）

2014年度 2014年度 2015年度
予算 決算(A) 予算(B)

学生生徒等納付金 4,094 4,093 3,964 △ 129

手数料 94 94 94 0

寄付金 178 186 41 △ 145
施設設備寄付金以外の寄付金を計上しています。なお、現物寄付は全て施設
設備寄付金と仮定し、2014年度に受けた大口寄付という特殊要因を除外して
予算を見込んでいます。

経常費等補助金 478 481 475 △ 6
施設設備補助金以外の補助金を計上しており、ほぼ前年度並みの収入を見
込んでいます。

付随事業収入 87 87 56 △ 31

雑収入 151 175 147 △ 28

教育活動収入計 5,085 5,119 4,779 △ 340

2014年度 2014年度 2015年度
予算 決算(A) 予算(B)

人件費 3,095 3,122 3,022 △ 100
資金収支計算書から退職金支出を控除し、退職給与引当金繰入額を加算して
います。

教育研究経費 1,448 1,428 1,456 28
資金収支計算書に減価償却費（3億4百万円）を加算しています。内容は、資
金収支計算書と同様です。

管理経費 366 355 379 24
資金収支計算書に減価償却費（33百万円）を加算しています。内容は、資金
収支計算書と同様です。

徴収不能額等 － 0 － △ 0

教育活動支出計 4,909 4,907 4,857 △ 50

教育活動収支差額 176 212 △ 77 △ 289

2014年度 2014年度 2015年度
予算 決算(A) 予算(B)

受取利息・配当金 61 67 72 5 資金収支計算書と同様です。

その他の教育活動外収入 － － － 0

教育活動外収入計 61 67 72 5

2014年度 2014年度 2015年度
予算 決算(A) 予算(B)

借入金等利息 3 3 2 △ 1 資金収支計算書と同様です。

その他の教育活動外支出 － － － 0

教育活動外支出計 3 3 2 △ 1

教育活動外収支差額 57 64 69 5

経常収支差額 234 276 △ 7 △ 283

2014年度 2014年度 2015年度
予算 決算(A) 予算(B)

資産売却差額 0 0 － △ 0

その他の特別収入 55 58 34 △ 24
施設設備寄付金17百万円、現物寄付金1百万円、施設設備補助金16百万円
を予算計上しています。2015年度は施設設備関連の補助対象事業が少ない
こと等により、2014年度実績比では24百万円減となっています。

特別収入計 55 58 34 △ 24

2014年度 2014年度 2015年度
予算 決算(A) 予算(B)

資産処分差額 12 11 12 1 前年度並みの除却費用が発生する見込みです。

その他の特別支出 － － － 0

特別支出計 12 11 12 1

特別収支差額 43 47 22 △ 25

基本金組入前当年度収支差額 277 323 14 △ 309

基本金組入額合計 △ 462 △ 403 △ 352 51
岡田山ロッジをはじめとするトイレ改修や文学部２号館45室の机・椅子入替等
に伴う第1号基本金組入や、奨学金等の充実を図るための第3号基本金組入
を予定しています。

当年度収支差額 △ 184 △ 80 △ 337 △ 257

前年度繰越収支差額 △ 977 △ 977 △ 1,162 △ 185

基本金取崩額 － 41 － △ 41
2014年度は、ヴァージニア・クラークソン記念館新築工費資金の借入実行に
より基本金を取り崩しましたが、2015年度は基本金取崩を要する事業計画は
ありません。

翌年度繰越収支差額 △ 1,162 △ 1,016 △ 1,499 △ 483

（参考）

事業活動収入計 5,201 5,246 4,886 △ 360

事業活動支出計 4,924 4,922 4,871 △ 51

資金収支計算書と同様です。

2015年度当初予算の内容

2015年度当初予算の内容

資金収支計算書と同様です。
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